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『
顕
注
密
勘
』
考

顕
昭
注
と
『
奥
義
抄
』
の
関
わ
り
に
つ
い
て

新
田

奈
穂
子

序

清
輔
・
顕
昭
の
他
の
古
今
集
注
釈
と
の

重
出
状
況
に
つ
い
て

『
顕
注
密
勘
』
は
顕
昭
の
「
古
今
秘
注
抄
」
に
定
家
が
注
を
加
え
た
歌

学
書
で
あ
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
本
書
の
顕
昭
注
を
顕
注
、
定
家
注
を
密

勘
と
呼
ぶ
。

顕
昭
が
生
涯
の
な
か
で
、
い
く
つ
古
今
集
の
注
釈
を
執
筆
し
た
の
か
は

わ
か
ら
な
い
。
全
体
像
が
わ
か
る
の
は
、
今
回
取
り
上
げ
る
顕
注
と
、
文

治
元
年
（
一
一
八
五
）
成
立
の
『
古
今
集
注
』
の
み
だ
が
、
歌
語
に
つ
い

て
は
『
袖
中
抄
』
に
ま
と
ま
っ
た
注
が
あ
る
。
ま
た
、『
古
今
集
注
』
の

奥
書
に
「
大
略
釈
奥
義
外
歌
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
顕
昭
が
古
今
集
注
釈

を
す
る
際
、
清
輔
の
『
奥
義
抄
』
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
と

思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
は
じ
め
に
『
古
今
集
注
』
と
、
清
輔
の
『
奥
義

抄
』
と
、
顕
注
と
の
重
出
状
況
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

一

『
古
今
集
注
』
と
『
奥
義
抄
』
の
重
出
歌

ま
ず
、
成
立
時
期
・
事
情
の
明
確
な
『
古
今
集
注
』
に
つ
い
て
確
認
し

て
い
き
た
い
。
前
述
の
通
り
『
古
今
集
注
』
で
は
、
奥
書
に
あ
る
よ
う
に

『
奥
義
抄
』
に
注
の
あ
る
和
歌
は
除
く
方
針
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

『
奥
義
抄
』
に
注
釈
の
あ
る
も
の
で
『
古
今
集
注
』
に
も
注
釈
の
あ
る
も

の
が
二
六
首
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

１
）

久
曾
神
昇
氏
は
「
そ
の
う
ち
二

首
は
、
本
書
に
は
そ
の
詞
書
の
説
明
で
あ
り
、
内
容
は
全
く
相
違
し
て
ゐ

る
。」「
重
出
の
比
較
的
多
い
の
は
巻
十
七
以
下
の
四
巻
で
あ
り
、
そ
の
四

巻
は
い
さ
ヽ
か
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
を

除
く
と
四
首
だ
け
と
な
る
。」
と
指
摘
さ
れ
、
一
五
〇
・
四
〇
二
を
例
示

さ
れ
、
教
長
注
を
「
補
訂
す
べ
き
必
要
の
あ
る
時
に
、
同
歌
を
も
注
釈
し

て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
奥
義
抄
の
は
除
く
方
針
で
あ
つ
た
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

二

『
古
今
集
注
』
と
顕
注
の
重
出
歌

『
古
今
集
注
』
と
顕
注
の
重
出
歌
に
つ
い
て
も
、

２
）

久
曾
神
昇
氏
の
調
査

が
有
り
、『
古
今
集
注
』
に
注
釈
の
あ
る
三
八
四
首
の
う
ち
七
割
以
上
に

顕
注
で
も
注
が
つ
い
て
い
る
こ
と
、『
古
今
集
注
』
に
あ
っ
て
顕
注
に
は

な
い
注
の
ほ
と
ん
ど
が
教
長
注
の
刺
激
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
こ

と
、
顕
注
と
『
古
今
集
注
』
に
重
出
し
て
い
る
も
の
は
顕
注
の
方
が
簡
単

で
『
古
今
集
注
』
の
方
が
詳
細
で
あ
る
こ
と
、
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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三

顕
注
と
『
奥
義
抄
』
と
の
重
出
歌

顕
注
と
『
奥
義
抄
』
と
の
重
出
歌
に
つ
い
て
も
、
久
曾
神
昇
氏
の
調
査

が
有
り
「
秘
注
抄
に
は
四
百
九
首
（
内
三
首
の
長
歌
は
一
部
分
づ
つ
）
あ

り
、
奥
義
抄
所
載
百
十
八
首
（
内
三
首
は
長
歌
の
一
部
分
、
其
他
短
歌
を

掲
げ
た
の
み
で
注
し
て
ゐ
な
い
の
も
あ
る
）
の
九
割
二
分
以
上
が
、
本
書

に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
本
書
は
奥
義
抄
の
を
除
い
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
『
奥
義
抄
』
に
あ
っ
て
顕
注
に

は
な
い
十
一
首
に
つ
い
て
確
認
し
た
。『
奥
義
抄
』
の
「

３
）

お
ち
た
ぎ
つ
河

瀬
に
な
び
く
う
た
か
た
も
思
は
ざ
ら
め
や
恋
し
き
物
を
」
は
、
古
今
集
の

中
に
存
在
す
る
本
と
無
い
本
と
が
あ
り
、
本
文
に
関
す
る
何
ら
か
の
事
情

で
注
を
加
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
奥
義
抄
』「
ま
な

鶴
の
あ
し
毛
の
駒
や
な
が
ぬ
し
の
わ
が
ま
へ
ゆ
か
ば
あ
ゆ
み
と
ゞ
ま
れ
」

も
同
様
で
あ
る
。『
奥
義
抄
』
の
「
あ
ふ
坂
の
ゆ
ふ
付
鳥
に
あ
ら
ば
こ
そ

君
が
ゆ
き
ゝ
を
な
く
な
く
も
見
め
（
古
今
集
七
四
〇
）」
に
つ
い
て
は
、

顕
注
で
は
古
今
集
五
三
六
に
「
ゆ
ふ
つ
け
ど
り
」
に
つ
い
て
ほ
ぼ
同
様
の

注
が
あ
る
の
で
、
古
今
集
七
四
〇
に
注
を
付
け
る
必
要
は
な
い
と
判
断
し

た
の
だ
ろ
う
。
す
る
と
、『
奥
義
抄
』
に
あ
っ
て
、
顕
注
に
は
存
在
し
な

い
歌
は
八
首
の
み
と
な
る
の
で
、
顕
注
で
は
、
原
則
と
し
て
『
奥
義
抄
』

に
注
釈
の
あ
る
も
の
は
注
を
付
け
る
、
と
い
う
『
古
今
集
注
』
の
場
合
と

は
正
反
対
の
方
針
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

四

『
奥
義
抄
』『
古
今
集
注
』
に
は
注
の
な
い
歌

『
奥
義
抄
』『
古
今
集
注
』
に
は
存
在
せ
ず
、
顕
注
に
の
み
注
釈
が
あ
る

も
の
が
四
十
、
全
体
の
約
一
割
を
占
め
る
。

、
問
題
提
起

か
つ
て
稿
者
は
、『

４
）

中
世
文
学
』
第
五
五
号
の
拙
稿
に
お
い
て
、
お
も

に
『
奥
義
抄
』『
古
今
集
注
』
に
は
存
在
せ
ず
、
顕
注
に
の
み
注
釈
が
あ

る
四
十
（
全
体
の
約
一
割
）
を
中
心
に
検
討
し
、
顕
注
の
成
立
は
『
古
今

集
注
』
の
成
立
よ
り
後
で
あ
り
、
早
く
と
も
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）、

お
そ
ら
く
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
成
立
の
千
五
百
番
歌
合
以
降
で
あ
ろ

う
と
推
測
し
た
。

で
は
な
ぜ
こ
の
時
期
に
顕
昭
は
新
た
に
古
今
集
注
釈
を
執
筆
し
た
の
だ

ろ
う
か
。

以
前
の
拙
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
、
顕
注
に
は
『
古
今

集
注
』
以
降
、
考
察
を
深
め
た
と
思
わ
れ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
自
身
の
考
え
方
が
変
化
し
て
い
る
の
で
書
き
記
す
必
要
を
感
じ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
古
今
集
注
』
は
成
立
事
情
の
た
め
か

教
長
注
へ
の
対
決
姿
勢
が
前
面
に
出
て
い
る
が
、
顕
注
で
は
教
長
注
の
引

用
を
除
い
た
も
の
や
、
内
容
は
含
ま
れ
て
い
て
も
出
典
を
明
記
し
て
い
な

い
も
の
が
多
い
の
で
、
こ
の
こ
ろ
に
は
教
長
注
へ
の
対
抗
意
識
と
い
う
よ

り
、
も
っ
と
穏
当
な
注
釈
を
意
図
し
て
い
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

で
は
、
な
ぜ
顕
昭
は
、
新
た
な
古
今
集
注
釈
に
対
し
『
奥
義
抄
』
加
注

歌
を
す
べ
て
含
む
と
い
う
方
針
を
立
て
た
の
だ
ろ
う
か
。

顕
昭
と
『
奥
義
抄
』
説
に
つ
い
て
は
、

５
）

西
村
加
代
子
氏
が
、『
袖
中
抄
』

と
『
奥
義
抄
』
の
説
が
約
半
数
ほ
ど
異
な
る
こ
と
に
注
目
な
さ
り
、
寿
永

か
ら
文
治
に
か
け
て
の
顕
昭
の
著
作
に
お
け
る
清
輔
説
へ
の
対
応
を
調
査

さ
れ
、「
奥
義
抄
が
注
釈
し
た
歌
を
原
則
と
し
て
除
く
な
ど
、
奥
義
抄
尊

重
の
態
度
が
ま
ず
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
清
輔
の
説
に
対
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し
て
臆
す
る
こ
と
な
く
不
審
を
述
べ
、
時
に
は
反
対
の
意
見
を
主
張
し
て

論
駁
す
る
と
い
う
、
批
判
的
姿
勢
も
す
で
に
目
立
つ
。」
と
述
べ
ら
れ
、

つ
い
に
『
袖
中
抄
』
で
「
彼
独
自
の
立
場
を
主
張
す
る
に
い
た
っ
た
」
と

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
『
古
今
集
注
』
や
顕
注
の
中
で
、
顕
昭
が
『
奥
義
抄
』
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
態
度
を
見
せ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
序
章
で
確
認
し
た

よ
う
に
、
顕
注
で
は
『
奥
義
抄
』
に
対
し
て
、
注
釈
の
あ
る
和
歌
に
は
基

本
的
に
注
を
つ
け
る
と
い
う
『
古
今
集
注
』
と
正
反
対
の
方
針
を
貫
い
て

い
て
、
例
外
は
八
首
の
み
。
後
に
定
家
が
奥
書
に
「
奥
義
集
を
う
つ
し
な

が
ら
」
と
書
く
よ
う
に
『
奥
義
抄
』
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
て
い
る
例
も

多
数
見
ら
れ
る
。

一
方
『
奥
義
抄
』
に
注
の
あ
る
和
歌
は
除
く
方
針
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

『
古
今
集
注
』
で
は
、
基
本
方
針
に
反
し
て
『
奥
義
抄
』
加
注
歌
が
二
六

首
も
含
ま
れ
て
い
る
。

建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
以
降
、
お
そ
ら
く
は
千
五
百
番
歌
合
以
降
、

と
い
う
こ
の
時
期
に
、
な
ぜ
顕
注
を
執
筆
し
た
の
か
。
そ
の
鍵
は
、『
古

今
集
注
』
で
は
意
識
的
に
除
か
れ
て
い
た
の
に
、
顕
注
で
は
正
反
対
に
意

識
的
に
す
べ
て
含
む
こ
と
に
し
た
『
奥
義
抄
』
加
注
歌
に
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、『
古
今
集
注
』
と
顕
注
に
お
け
る
『
奥
義
抄
』

加
注
歌
に
注
目
し
、『
奥
義
抄
』
説
と
の
関
わ
り
か
ら
顕
注
の
執
筆
動
機

を
探
る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

、
な
ぜ
『
古
今
集
注
』
の
中
で
、
基
本
方
針
に
反

し
て
『
奥
義
抄
』
加
注
歌
に
注
を
つ
け
た
の
か
。

『
奥
義
抄
』
に
注
釈
の
あ
る
も
の
で
『
古
今
集
注
』
に
も
注
釈
の
あ
る

重
出
歌
二
六
首
の
う
ち
、
詞
書
の
注
の
二
首
、『
奥
義
抄
』
未
注
歌
、
左

注
の
注
、
の
四
首
を
除
く
二
二
首
に
つ
い
て
、『
奥
義
抄
』
加
注
歌
を
除

く
と
い
う
方
針
に
反
し
て
、
な
ぜ
『
古
今
集
注
』
で
注
を
加
え
た
の
か
、

理
由
を
検
討
し
た
。

一

教
長
注
の
引
用
の
み
で
『
奥
義
抄
』
の
内
容
を
含
ま
な
い
も

の
。

ま
ず
『
古
今
集
注
』
は
教
長
説
な
ど
の
引
用
で
、
奥
義
抄
の
内
容
を
含

ま
な
い
も
の
。
九
八
一
の
よ
う
に
、
和
歌
は
重
出
し
て
い
る
が
、
注
釈
に

『
奥
義
抄
』
の
内
容
を
含
ま
ず
、
教
長
注
や
他
の
文
献
を
引
用
し
て
か
ら

意
見
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
教
長
注
の
内
容
が
き
っ
か
け
で
注
を
つ
け
た

と
思
わ
れ
る
。

古
今
集
九
八
一

﹇
奥
義
抄
﹈

い
ざ
こ
ゝ
に
我
世
は
へ
な
ん
す
が
原
や
ふ
し
み
の
里
の
あ

れ
ま
く
も
を
し

是
は
山
城
の
伏
見
に
は
あ
ら
ず
。
大
和
国
に
菅
原
と
云
所
に
伏
見

と
い
ふ
名
の
あ
る
也
。
さ
て
か
く
つ
ゞ
く
る
に
や
。
日
本
紀
云
、
安

康
天
皇
崩
菅
原
伏
見
野
中
陵
葬
、
此
所
也
。
後
撰
云
、

す
が
原
や
伏
見
の
暮
に
見
わ
た
せ
ば
霞
に
ま
が
ふ
を
は
つ
せ
の

山

此
伏
見
に
て
は
彼
山
見
ゆ
べ
か
ら
ず
。

﹇
古
今
集
注
﹈

イ
ザ
コ
ヽ
ニ
ワ
ガ
ヨ
ハ
ヘ
ナ
ム
ス
ガ
ハ
ラ
ヤ
フ
シ
ミ
ノ

サ
ト
ノ
ア
レ
マ
ク
モ
ヲ
シ

教
長
卿
云
、
フ
シ
ミ
ノ
サ
ト
ヽ
ヨ
マ
ム
ト
テ
、
ス
ガ
ハ
ラ
ト
イ
フ

ハ
、
サ
ダ
マ
レ
ル
フ
ル
キ
ウ
タ
ノ
フ
ル
マ
ヒ
ナ
リ
。
菅
原
ト
イ
ヒ
テ
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フ
シ
ミ
ト
ツ
ヾ
ク
ル
ハ
、
菅
ハ
シ
キ
モ
ノ
ニ
ス
レ
バ
、
ソ
レ
ニ
ヤ
ガ

テ
伏
見
ト
ツ
ヾ
ク
ル
ハ
臥
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
。
私
云
、
此
義
オ
ボ
ツ
カ
ナ

シ
。
大
和
国
ニ
菅
原
伏
見
ト
イ
フ
所
ノ
侍
レ
バ
、
カ
ク
ツ
ヾ
ク
ル
ト

コ
ソ
承
オ
キ
テ
ハ
ベ
レ
。

隆
縁
法
師
ガ
申
侍
シ
ハ
、
コ
レ
ハ
伏
見
仙
人
ガ
詠
也
云
々
。
私
案

ニ
、
フ
ル
キ
モ
ノ
ニ
フ
シ
ミ
ノ
オ
キ
ナ
ト
カ
ケ
ル
ハ
、
此
仙

。
但

此
歌
彼
仙
詠
ト
云
事
、
不
審
也
。

同
様
の
例
が
一
〇
一
三
・
一
〇
四
九
・
一
〇
七
六
・
一
〇
九
二
と
あ
る

が
、
す
べ
て
巻
十
七
以
降
で
あ
る
。

二

教
長
注
を
批
判
す
る
目
的
で
『
奥
義
抄
』
を
引
用
し
て
い
る

も
の
。

次
は
、
明
ら
か
に
教
長
批
判
の
目
的
で
引
用
し
た
も
の
。
一
五
二
で

は
、
教
長
の
「
ヤ
ヨ
ヤ
ハ
八
夜
ナ
リ
」
に
対
し
、『
奥
義
抄
』「
ヤ
ヨ
ヤ
マ

テ
ト
ハ
、
ヤ
シ
バ
シ
マ
テ
ナ
ド
云
心
也
。」
を
引
用
し
、
教
長
の
「
や

よ＝

八
夜
」
説
に
考
察
を
加
え
た
後
、
教
長
説
を
退
け
て
い
る
。

古
今
集
一
五
二

﹇
奥
義
抄
﹈

や
よ
や
ま
て
山
郭
公
こ
と
づ
て
ん
我
世
中
に
住
わ
び
ぬ
と

よ

や
よ
や
ま
て
と
は
し
で
の
山
也
と
釈
し
た
る
人
も
あ
れ
ど
、
げ
に

と
も
き
こ
え
ず
。
や
よ
や
と
は
や
し
ば
し
ま
て
な
ど
い
ふ
心
也
。
山

よ
り
く
る
鳥
な
れ
ば
浮
世
の
中
に
住
わ
び
ぬ
、
山
へ
入
り
な
ん
と
こ

と
づ
け
ん
と
い
ふ
心
に
こ
そ
。（
問
答
略
）

﹇
古
今
集
注
﹈

ヤ
ヨ
ヤ
マ
テ
ヤ
マ
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
コ
ト
ヅ
テ
ム
ワ
レ
ヨ
ノ

ナ
カ
ニ
ス
ミ
ワ
ビ
ヌ
ト
ヨ

教
長
卿
云
、
ヤ
ヨ
ヤ
ハ
八
夜
ナ
リ
。
フ
ル
ク
ハ
、
ヒ
サ
シ
キ
コ
ト

ニ
七
日
七
夜
ト
イ
フ
ヲ
、
セ
メ
テ
ヨ
ノ
ナ
カ
ニ
ス
ミ
ワ
ビ
ヌ
、
コ
レ

ニ
モ
ス
ギ
テ
ヤ
ヨ
ヤ
ト
ヨ
メ
リ
。
コ
ト
ヅ
テ
ム
ハ
コ
ト
ヅ
ケ
ム
ト

也
。
郭
公
ハ
シ
デ
ノ
山
ノ
ト
リ
ト
イ
へ
バ
、
カ
シ
コ
ニ
ア
ラ
ム
テ
ヽ

ハ
ヽ
ナ
ド
ニ
、
カ
ク
イ
ヘ
ト
ヨ
メ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
イ
ト
ヾ
コ
ヽ
ロ
ボ

ソ
ク
ア
ハ
レ
ナ
ル
ウ
タ
ナ
リ
。
清
輔
朝
臣
云
、
ヤ
ヨ
ヤ
マ
テ
ト
ハ
、

ヤ
シ
バ
シ
マ
テ
ナ
ド
云
心
也
。
ヤ
マ
ヨ
リ
ク
ル
ト
リ
ナ
レ
バ
、
ウ
キ

ヨ
ノ
ナ
カ
ニ
ス
ミ
ワ
ビ
ヌ
、
山
ヘ
イ
リ
ナ
ム
ト
コ
ト
ヅ
テ
ム
ト
、
イ

フ
コ
ヽ
ロ
ナ
ル
ベ
シ
。

今
案
云
、
後
義
勝

。
人
ヲ
ヨ
ブ
ト
テ
、
ヤ
ト
イ
フ
詞
ヲ
バ
、
ヤ

ヨ
ト
ヨ
メ
リ
。
八
夜
マ
デ
コ
ト
ヅ
テ
ム
ト
云
コ
ト
ハ
、
ゲ
ニ
ト
モ
キ

コ
エ
ズ
。
又
八
夜
ヲ
バ
、
ヤ
ヨ
ト
コ
ソ
イ
ハ
メ
、
ヤ
ヨ
マ
デ
ニ
ト
ハ

イ
ハ
ズ
シ
テ
、
ヤ
ヨ
ヤ
ト
イ
へ
ル
後
ノ
ヤ
文
字
、
コ
ヽ
ロ
エ
ラ
レ
ズ

ハ
ベ
リ
。
又
此
歌
在
猿
丸
集
。
其
詞
云
、
ア
ダ
ナ
リ
ケ
ル
女
ニ
、
モ

ノ
ヲ
イ
ヒ
ソ
メ
テ
、
タ
ノ
モ
シ
ゲ
ナ
キ
コ
ト
ヲ
イ
フ
ホ
ド
ニ
、
ホ

ト
ヽ
ギ
ス
ノ
ナ
キ
ケ
レ
バ
ト
ア
リ
。
此
詞
ニ
ツ
ケ
テ
モ
、
八
夜
ト
イ

ヒ
テ
ハ
カ
ナ
ハ
ズ
。
大
方
ハ
コ
ト
ノ
ツ
イ
デ
ナ
レ
バ
申
侍
也
。
猿
丸

太
夫
ト
イ
フ
歌
人
、
不
審
也
。（
以
下
略
）

八
六
八
・
一
〇
三
〇
・
一
〇
九
七
も
同
様
で
あ
る
。

三

教
長
注
と
『
奥
義
抄
』
の
内
容
が
異
な
る
の
で
併
記
し
た
も

の
。

三
つ
目
は

６
）

久
曾
神
氏
が
「
教
長
、
清
輔
の
意
見
が
一
致
し
な
い
為
、
又

は
何
か
補
説
す
る
必
要
の
あ
つ
た
為
と
思
は
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
も

の
。
久
曾
神
氏
が
例
示
さ
れ
た
一
五
〇
・
四
〇
二
の
ほ
か
、

７
）

九
四
六
・
三
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四
八
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
三
四
八
に
注
目
し
た
い
。

古
今
集
三
四
八

﹇
奥
義
抄
﹈

ち
は
や
ぶ
る
神
や
切
け
ん
つ
く
か
ら
に
千
年
の
坂
も
こ
え

ぬ
べ
ら
也或

物
云
、
年
は
こ
ゆ
と
い
ふ
物
な
れ
ば
さ
か
と
は
い
ふ
な
り
と
侍

る
も
、
げ
に
と
も
き
こ
え
ず
。
人
の
年
は
た
か
く
成
ぬ
れ
ば
過
ぐ
る

し
く
、
越
が
た
き
に
よ
そ
へ
て
坂
と
は
云
ふ
に
か
と
ぞ
お
ぼ
ゆ
る
。

又
物
の
数
を
ば
さ
か
と
申
べ
き
に
や
。
拾
遺
云
、

も
ゝ
坂
に
や
そ
坂
こ
え
て
給
ひ
て
し
ち
ぶ
さ
の
む
く
い
け
ふ
ぞ

わ
が
す
る

是
は
法
文
に
い
へ
る
事
也
。
人
の
子
は
母
の
乳
百
八
十
石
を
の
む

な
り
。
さ
れ
ば
も
ゝ
あ
ま
り
や
そ
と
い
ふ
べ
き
を
、
さ
か
と
よ
み
た

れ
ば
か
ず
と
お
ぼ
し
き
也
。
数
は
物
を
か
ぎ
る
事
、
又
さ
か
ひ
と
云

は
事
を
か
ぎ
る
事
な
れ
ば
、
数
と
い
ふ
心
に
て
さ
か
と
は
読
る
に
こ

そ
。
の
ち
に
み
む
人
さ
だ
む
べ
し
。

﹇
古
今
集
注
﹈

チ
ハ
ヤ
ブ
ル
神
ヤ
キ
リ
ケ
ム
ツ
ク
カ
ラ
ニ
チ
ト
セ
ノ
サ

カ
モ
コ
エ
ヌ
ベ
ラ
ナ
リ

教
長
卿
云
、
神
ヤ
キ
リ
ケ
ム
ト
ハ
、
メ
デ
タ
キ
杖
ト
ホ
ム
ル
心

也
。
コ
ノ
比
モ
ホ
ム
ル
事
ヲ
バ
、
神
仏
ノ
シ
ワ
ザ
ナ
メ
リ
ト
申
ナ

リ
。
チ
ト
セ
ノ
サ
カ
ト
ハ
、
千
年
ニ
コ
エ
ム
サ
カ
モ
ヤ
ス
シ
ト
云

也
。
清
輔
朝
臣
云
、
或
物
云
、
年
ハ
コ
ユ
ト
イ
フ
物
ナ
レ
バ
サ
カ
ト

ハ
イ
フ
、
ホ
リ
ト
ハ
ベ
リ
。
ゲ
ニ
ト
モ
キ
コ
エ
ズ
。
人
ノ
年
ハ
タ
カ

ク
ホ
リ
ヌ
レ
バ
、
ス
ギ
グ
ル
シ
ク
、
コ
エ
ガ
タ
キ
ニ
ヨ
ソ
ヘ
テ
、
サ

カ
ト
ハ
イ
フ
ニ
ヤ
ト
ゾ
オ
ボ
ユ
ル
。
又
物
ノ
カ
ズ
ヲ
バ
サ
カ
ト
マ
ウ

ス
ベ
キ
ニ
ヤ
。
拾
遺
集
云
、

モ
ヽ
サ
カ
ニ
ヤ
ソ
サ
カ
ソ
ヘ
テ
タ
マ
ヒ
テ
シ
チ
ブ
サ
ノ
ム
ク
イ

ケ
フ
ゾ
ワ
ガ
ス
ル

是
ハ
法
文
ニ
イ
ヘ
ル
、
人
ノ
子
ハ
母
ノ
乳
ヲ
百
八
十
石
ヲ
ノ
ム

也
。
サ
レ
バ
モ
ヽ
ア
マ
リ
ゾ
ト
イ
フ
ベ
キ
ヲ
、
サ
カ
ト
ヨ
ミ
タ
レ
バ

カ
ズ
ト
オ
ボ
シ
キ
ナ
リ
。
カ
ズ
モ
モ
ノ
ヲ
カ
ギ
ル
コ
ト
、
又
サ
カ
ヒ

ト
イ
フ
ハ
、
コ
ト
ヲ
カ
ギ
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
カ
ズ
ト
イ
フ
心
ニ
テ
、

サ
カ
ト
ハ
ヨ
メ
ル
ニ
コ
ソ
。
後
ミ
ム
人
サ
ダ
ム
ベ
シ
。
顕
昭
云
、
チ

ト
セ
ノ
サ
カ
ト
イ
フ
ニ
ツ
キ
テ
、
此
二
人
義
ト
モ
ニ
サ
モ
ト
キ
コ

ユ
。
又
コ
ヽ
ミ
ニ
一
義
ヲ
出
シ
申
ベ
シ
。
杖
ヲ
ツ
ク
ト
イ
フ
ニ
ツ
キ

テ
、
チ
ト
セ
ノ
サ
カ
ヲ
コ
ユ
ト
イ
フ
コ
ト
ニ
ヤ
。
タ
ト
へ
バ
、
ウ
ヰ

ノ
オ
ク
ヤ
マ
コ
ユ
ト
イ
フ
モ
、
コ
ノ
ヨ
ヲ
イ
ヅ
ル
タ
ト
ヘ
ナ
レ
バ
、

チ
ト
セ
ノ
サ
カ
ヲ
コ
ユ
ト
イ
ハ
ム
コ
ト
モ
、
祝
ノ
タ
ト
ヒ
ナ
ル
ベ

シ
。
コ
ヒ
ノ
山
、
オ
モ
ヒ
川
ナ
ド
ヨ
ム
モ
、
サ
ル
山
河
ア
レ
、
ナ
カ

レ
、
タ
ト
ヒ
ニ
テ
ヨ
ム
ナ
リ
。
又
出
羽
国
ニ
チ
ト
セ
山
ト
イ
フ
山
モ

ア
レ
バ
、
ソ
レ
ヲ
思
テ
、
チ
ト
セ
ノ
サ
カ
ト
イ
ハ
ム
コ
ト
モ
カ
タ
カ

ラ
ズ
。
又
拾
遺
集
ノ
歌
ハ
為
憲
注
云
、

百
石
ニ
八
十
石
副
テ
給
ヘ
テ
シ
乳
房
ノ
報
今
日
ゾ
我
ガ
為
ル
ヤ

今
ゾ
吾
ガ
為
ル
ヤ

ト
云
事
ハ
、
行
基
菩
薩
ノ
唱
ヘ
給
ヘ
ル
也
云
々
。
然
者
此
モ
ヽ
サ
カ

ヲ
バ
如
此
百
石
ト
カ
キ
タ
ル
ニ
ア
ハ
セ
テ
、
或
ハ
モ
ヽ
サ
ク
、
或
ハ

モ
ヽ
シ
ヤ
ク
ト
カ
キ
タ
ル
本
モ
ア
リ
。
サ
カ
ト
ハ
サ
ダ
ム
ベ
カ
ラ

ズ
。
サ
ク
ヲ
五
音
オ
ナ
ジ
ケ
レ
バ
、
サ
カ
ト
モ
カ
ケ
ル
ニ
ヤ
。
ク
ト

カ
ト
五
音
通
也
。
大
方
ハ
経
ニ
ハ
、
百
八
十

ト
ゾ
カ
キ
タ
ル
ヲ
、

石
ト
イ
フ
文
字
ヲ
、
コ
ク
ト
カ
キ
タ
ル
ハ
ワ
タ
ク
シ
ゴ
ト
ナ
レ
ド
、

百
コ
ク
ト
歌
ニ
ヨ
マ
ム
ガ
無
下
ノ
ヒ
ガ
ゴ
ト
バ
ナ
レ
バ
、
モ
ヽ
サ
ク
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ト
ヨ
ミ
給
ヘ
ル
ト
ゾ
オ
ボ
エ
ハ
ベ
ル
。

教
長
注
は
「
神
ヤ
キ
リ
ケ
ム
ト
ハ
、
メ
デ
タ
キ
杖
ト
ホ
ム
ル
心
也
。
コ
ノ

比
モ
ホ
ム
ル
事
ヲ
バ
、
神
仏
ノ
シ
ワ
ザ
ナ
メ
リ
ト
申
ナ
リ
。
チ
ト
セ
ノ
サ

カ
ト
ハ
、
千
年
ニ
コ
エ
ム
サ
カ
モ
ヤ
ス
シ
ト
云
也
」
と
大
意
を
説
明
す

る
。『
古
今
集
注
』
で
は
、
教
長
注
に
並
べ
て
資
料
傍
線
部
の
よ
う
に

『
奥
義
抄
』
を
引
用
し
た
の
ち
「
此
二
人
義
ト
モ
ニ
サ
モ
ト
キ
コ
ユ
。
又

コ
ヽ
ロ
ミ
ニ
一
義
ヲ
出
シ
申
ベ
シ
。
杖
ヲ
ツ
ク
ト
イ
フ
ニ
ツ
キ
テ
、
チ
ト

セ
ノ
サ
カ
ヲ
コ
ユ
ト
イ
フ
コ
ト
ニ
ヤ
。
タ
ト
へ
バ
、
ウ
ヰ
ノ
オ
ク
ヤ
マ
コ

ユ
ト
イ
フ
モ
、
コ
ノ
ヨ
ヲ
イ
ヅ
ル
タ
ト
ヘ
ナ
レ
バ
、
チ
ト
セ
ノ
サ
カ
ヲ
コ

ユ
ト
イ
ハ
ム
コ
ト
モ
、
祝
ノ
タ
ト
ヒ
ナ
ル
ベ
シ
。」
と
自
説
を
述
べ
る
が

二
人
の
説
と
対
立
し
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
顕
注
で
は
、『
奥
義
抄
』
の
「
も
も
さ
か
」
の
歌
を
使
用
し

た
解
釈
に
対
し
て

「
又
行
基
菩
薩
の
歌
に
、

も
ゝ
坂
に
や
そ
さ
か
そ
へ
て
た
ま
ひ
て
し
ち
ぶ
さ
の
む
く
い
け
ふ

ぞ
我
が
す
る

と
云
拾
遺
の
歌
に
て
、
坂
を
釈
す
る
事
は
其
い
は
れ
な
し
」「
あ
ま
り
に

展
転
し
た
る
事

」
と
厳
し
い
批
判
を
し
て
い
る
。

﹇
顕
注
﹈

千
早
振
る
神
や
き
り
け
む
つ
く
か
ら
に
ち
と
せ
の
坂
も
こ
え

ぬ
べ
ら
な
り

此
歌
は
、
仁
和
の
御
門
の
御
お
ば
の
八
十
賀
に
、
銀
の
杖
つ
く
り

た
る
を
み
て
よ
め
る
歌
也
。
杖
と
云
詞
な
く
て
、
神
の
切
け
る
か
と

ほ
め
た
る
に
、
杖
は
聞
こ
え
た
り
。
ち
と
せ
の
坂
も
こ
え
ぬ
べ
ら
な

り
と
は
、
杖
を
つ
く
と
云
に
や
、
た
と
へ
ば
、
う
ゐ
の
お
く
山
け
ふ

こ
え
て
と
い
ふ
や
う
に
、
ち
と
せ
を
過
ん
事
は
難
有
け
れ
ば
、
た
ゞ

山
と
い
は
む
よ
り
は
と
て
、
年
の
越
る
に
よ
せ
て
坂
に
た
と
ふ
る
に

や
。
拾
遺
に
は
よ
ろ
づ
の
坂
と
よ
め
り
。
此
歌
を
よ
め
る
に
や
。
又

行
基
菩
薩
の
歌
に
、

も
ゝ
坂
に
や
そ
さ
か
そ
へ
て
た
ま
ひ
て
し
ち
ぶ
さ
の
む
く
い
け

ふ
ぞ
我
す
る

と
云
拾
遺
の
歌
に
て
、
坂
を
み
す
る
事
は
そ
の
い
は
れ
な
し
。
か
れ

は
南
閻
浮
提
の
衆
生
の
母
の
乳
を
の
め
る
数
を
百
八
十

と
い
ふ
こ

と
を
、
世
俗
の
な
ら
ひ
に
つ
き
て

の
字
を
ば
す
て
て
石
の
字
を

か
ゝ
れ
た
る
に
、
し
や
く
と
よ
み
、
さ
く
と
よ
み
、
又
さ
か
と
よ
め

り
。
そ
れ
は
、
く
と
か
と
五
音
同
に
つ
き
て
よ
め
り
。
そ
の
坂
の
こ

と
ば
に
つ
き
て
は
、
い
か
ゞ
ち
と
せ
の
坂
と
は
よ
ま
ざ
る
べ
き
。
あ

ま
り
に
展
転
し
た
る
事

。

四

『
奥
義
抄
』
を
批
判
し
て
い
る
も
の
。

四
つ
め
は
『
奥
義
抄
』
を
批
判
す
る
目
的
で
引
用
し
て
い
る
も
の
。

古
今
集
一
〇
〇
八

﹇
奥
義
抄
﹈

は
る
さ
れ
ば
野
べ
に
ま
づ
さ
く
み
れ
ど
あ
か
ぬ
花
ま
ひ
さ

し
に
た
ゞ
に
み
る
べ
き
花
の
名
な
れ
や

春
さ
れ
と
は
春
の
く
れ
ば
と
い
ふ
な
り
。
万
葉
に
は
春
去
と
書
た

れ
ど
も
、
彼
集
は
深
を
あ
ら
は
し
浅
き
を
か
く
せ
る
集
也
。
秋
さ
れ

は
花
さ
き
紅
葉
す
と
読
り
。
夕
さ
れ
な
ど
云
も
夕
暮
也
。
ま
ひ
さ
し

は
ま
こ
と
に
久
し
く
た
え
で
見
る
べ
き
花
と
よ
め
り
。

﹇
古
今
集
注
﹈

ハ
ル
サ
レ
バ
ノ
ベ
ニ
マ
ヅ
サ
ク
ミ
レ
ド
ア
カ
ヌ
ハ
ナ
マ

ヒ
ナ
シ
ニ
タ
ヽ
ズ
ミ
ル
ベ
キ
ハ
ナ
ノ
ナ
ヽ
レ
ヤ

此
二
首
ノ
旋
頭
歌
ノ
詞
、
証
本
等
皆
如
此
書
。
而
教
長
卿
ハ
初
歌
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ノ
第
三
句
ヲ
五
字
ニ
テ
、
第
四
句
ヲ
ナ
レ
ソ
ノ
ソ
コ
ニ
ト
七
字
ニ
カ

ケ
リ
。
違
証
本
。
我
ト
汝
ト
カ
ハ
レ
リ
。
又
返
歌
ノ
春
サ
レ
バ
ト
イ

ヘ
ル
ハ
、
春
来
ヲ
カ
ク
イ
フ
ト
ア
ル
ハ
然
ハ
ベ
リ
。
春
来
ト
云
テ
春

サ
レ
ト
読
ル
ヨ
シ
、
万
葉
ニ
ア
リ
ト
侍
ハ
イ
カ
ヾ
。
春
去
ト
コ
ソ
カ

キ
テ
侍
レ
。
心
ハ
来
義
ナ
レ
ド
、
字
ハ
来
ト
ハ
不
書
也
。
春
去
来
バ

ト
カ
ケ
ル
事
コ
ソ
ハ
ベ
レ
。
又
返
歌
第
四
句
ヲ
バ
、
証
本
等
マ
ヒ
ナ

シ
ニ
ト
カ
ケ
リ
。
ソ
レ
ニ
ツ
キ
テ
教
長
卿
、
ミ
ヌ
マ
モ
ヒ
モ
ナ
ク
、

タ
ヽ
ズ
ミ
ム
ト
ナ
リ
ト
注
セ
ラ
レ
タ
ル
詞
ニ
ツ
カ
バ
、
サ
モ
マ
ウ
シ

ツ
ベ
シ
。
間
日
無
ト
可
読

。
清
輔
朝
臣
奥
義
抄
ニ
ハ
、
マ
ヒ
サ
シ

ト
書
テ
、
マ
コ
ト
ニ
ヒ
サ
シ
ク
ト
注
セ
リ
。
証
本
詞
ニ
タ
ガ
ヘ
リ
、

イ
カ
ン
。
普
通
ニ
ハ
マ
ヒ
サ
シ
ト
書
ル
事
モ
侍
ル

。

﹇
顕
注
﹈

春
さ
れ
ば
の
べ
に
ま
づ
さ
く
み
れ
ど
あ
か
ぬ
花
ま
ひ
な
し
に

た
ゞ
な
の
る
べ
き
は
な
の
な
れ
や

奥

ま
ひ
な
し
に
は
、
ま
ひ
な
し
な
し
に
と
云
詞
を
略
し
て
ま
ひ
と

い
ふ
也
。
ま
ひ
な
ひ
と
は
、
思
ふ
事
有
て
物
心
ざ
し
に
と
ら
す
る
を

い
ふ
な
り
。
万
葉
云
、

あ
め
に
ま
す
月
よ
み
を
と
こ
ぬ
さ
は
せ
ん
こ
よ
ひ
の
な
が
さ
い

ほ
よ
つ
ぎ
ま
で

此
歌
は
幣
と
云
て
ぬ
さ
は
せ
ん
と
よ
め
り
。
ぬ
さ
た
て
ま
つ
ら
ん
、

よ
な
が
か
れ
と
云
詞
也
。
或
本
に
は
ま
ひ
な
ひ
さ
れ
ま
つ
ら
ん
よ
な

が
か
れ
と
云
詞
也
。
或
本
に
は
ま
ひ
な
ひ
せ
ん
と
云
也
。
幣
の
字
は

ま
ひ
な
ひ
と
よ
む
也
。
ぬ
さ
は
せ
ん
と
よ
む
べ
く
は
、
幣
と
ぞ
か
ゝ

ま
し
。
此
歌
は
ま
ひ
な
ひ
な
く
て
た
え
ず
み
る
べ
き
花
な
ら
ず
と
よ

め
る
也
。
教
長
卿
は
ま
ひ
な
し
を
、
間
日
な
し
に
と
釋
せ
り
。
み
ぬ

ま
ひ
な
ひ
を
、
不
被
考

。
清
輔
朝
臣
奥
義
に
、
常
の
本
に
付
て
ま

ひ
さ
し
と
書
て
、
ま
こ
と
に
ひ
さ
し
と
釋
し
た
り
。
其
又
両
証
本
に

た
が
へ
り
。

一
〇
〇
八
で
は
「
ま
ひ
な
し
」
に
つ
い
て
教
長
注
「
ミ
ヌ
マ
モ
ヒ
モ
ナ

ク
、
タ
ヽ
ズ
ミ
ム
ト
ナ
リ
」
を
引
用
し
た
の
ち
「
清
輔
朝
臣
奥
義
抄
ニ

ハ
、
マ
ヒ
サ
シ
ト
書
テ
、
マ
コ
ト
ニ
ヒ
サ
シ
ク
ト
注
セ
リ
。
証
本
詞
ニ
タ

ガ
ヘ
リ
、
イ
カ
ン
。」
と
『
奥
義
抄
』
の
本
文
「
マ
ヒ
サ
シ
」
に
疑
問
を

述
べ
る
。
顕
注
で
は
「
ま
ひ
な
し
に
は
、
ま
ひ
な
ひ
に
と
云
詞
を
略
し
て

ま
ひ
と
云
也
。
ま
ひ
な
ひ
と
は
、
思
事
あ
り
て
物
心
ざ
し
に
と
ら
す
る
を

云
也
。」
と
の
べ
、
教
長
注
・『
奥
義
抄
』
説
と
も
に
否
定
し
て
い
る
。

古
今
集
九
四
七

﹇
奥
義
抄
﹈

い
づ
く
に
か
世
を
ば
い
と
は
ん
心
こ
そ
野
に
も
山
に
も
ま

ど
ふ
べ
ら
な
れ

い
づ
く
に
か
浮
世
を
の
が
れ
て
も
す
む
べ
き
野
山
に
も
我
心
は
ま

ど
は
る
れ
ば
と
読
り
。
ま
ど
ふ
と
は
お
も
ひ
の
や
す
む
事
も
な
き
心

な
り
。

﹇
古
今
集
注
﹈

イ
ヅ
ク
ニ
カ
ヨ
ヲ
バ
イ
ト
ハ
ム
コ
ヽ
ロ
コ
ソ
ノ
ニ
モ
ヤ

マ
ニ
モ
マ
ド
フ
ベ
ラ
ナ
レ

教
長
卿
云
、
野
ニ
モ
山
ニ
モ
、
マ
ド
フ
コ
ヽ
ロ
ナ
レ
バ
、
イ
ヅ
コ

ヲ
イ
ヅ
ク
ト
カ
、
ヨ
ヲ
バ
イ
ト
ハ
ム
ト
ヨ
メ
ル
ナ
リ
。
清
輔
云
、
イ

ヅ
ク
ニ
カ
ウ
キ
ヨ
ヲ
ノ
ガ
レ
テ
モ
ス
ム
ベ
キ
、
野
山
ニ
テ
モ
ワ
ガ

コ
ヽ
ロ
ハ
マ
ド
ハ
ル
ハ
ト
ヨ
メ
リ
。
顕
昭
云
、
教
長
卿
ノ
義
ノ
コ
ヽ

ロ
ニ
テ
ハ
、
イ
ヅ
ク
ニ
カ
ト
イ
フ
コ
ト
バ
カ
ナ
ハ
ズ
。
又
両
義
ト
モ

ニ
、
末
句
ノ
コ
ヽ
ロ
イ
カ
ヾ
ト
キ
コ
ユ
。
タ
ヾ
ヨ
ヲ
バ
イ
ト
ハ
デ
山

野
ニ
心
ヲ
マ
ド
ハ
シ
テ
コ
ソ
ア
ラ
メ
ト
モ
ヨ
メ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
ベ
ラ

ナ
レ
ト
イ
フ
ハ
、
マ
ド
フ
ベ
シ
ト
云
也
。
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﹇
顕
注
﹈

い
づ
く
に
か
世
を
ば
い
と
は
む
心
こ
そ
野
に
も
山
に
も
ま
ど

ふ
べ
ら
な
れ

い
づ
く
に
か
世
を
ば
い
と
は
む
と
は
、
世
に
も
ま
じ
ろ
は
で
も
、

い
づ
く
に
か
世
を
は
い
と
ふ
と
て
も
、
我
心
を
野
山
に
も
ま
ど
は
し

て
有
べ
し
と
よ
め
る
也
。
さ
れ
ば
ま
ど
ふ
べ
ら
な
り
と
は
よ
む
也
。

ま
ど
ふ
べ
ら
也
は
、
ま
ど
ふ
べ
き
也
と
云
心
也
。
或
は
野
に
て
も
山

に
て
も
、
ま
ど
は
る
れ
ば
と
云
り
。
本
の
心
に
た
が
へ
り
。

九
四
七
で
は
教
長
説
・『
奥
義
抄
』
説
を
並
べ
て
引
用
す
る
が
、「
又
両

義
ト
モ
ニ
、
末
句
ノ
コ
ヽ
ロ
イ
カ
ヾ
ト
キ
コ
ユ
。」
と
と
も
に
批
判
し
た

の
ち
「
タ
ヾ
ヨ
ヲ
バ
イ
ト
ハ
デ
山
野
ニ
心
ヲ
マ
ド
ハ
シ
テ
コ
ソ
ア
ラ
メ
ト

モ
ヨ
メ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
ベ
ラ
ナ
レ
ト
イ
フ
ハ
、
マ
ド
フ
ベ
シ
ト
云
也
。」

と
自
説
を
の
べ
る
。
顕
注
で
も
『
奥
義
抄
』
説
を
「
或
は
野
ま
で
も
山
ま

で
も
、
心
は
ま
ど
は
る
れ
ば
と
云
へ
り
。」
と
引
用
す
る
が
「
本
の
心
に

た
が
へ
り
。」
と
批
判
し
て
い
る
。

古
今
集
九
一
二

﹇
奥
義
抄
﹈

わ
た
の
原
よ
せ
く
る
浪
の
し
ば
〳
〵
も
見
ま
く
の
ほ
し
き

玉
津
島
か
も

浪
は
や
が
て
つ
ゞ
け
て
も
た
ゝ
ず
、
し
ば
し
は
ひ
ま
あ
り
つ
ゝ
た

つ
な
り
。
さ
れ
ば
し
ば
〳
〵
あ
り
つ
ゝ
と
い
ふ
心
に
て
波
と
お
き
て

し
ば
〳
〵
と
は
い
ふ
な
り
。
し
ば
ら
く
見
ま
く
ほ
し
き
玉
津
島
哉
と

読
り
。
こ
の
し
ば
〳
〵
は
時
の
ほ
ど
に
は
あ
ら
ず
。
久
し
く
と
い
ふ

こ
こ
ろ
也
。
万
葉
云
、

郭
公
飛
幡
の
浦
に
し
く
波
の
し
ば
〳
〵
君
を
見
む
よ
し
も
が
な

是
も
お
な
じ
心
也
。

﹇
古
今
集
注
﹈

ワ
タ
ノ
ハ
ラ
ヨ
セ
ク
ル
ナ
ミ
ノ
シ
バ
〳
〵
モ
ミ
マ
ク
ノ

ホ
シ
キ
タ
マ
ツ
シ
マ
カ
モ

清
輔
朝
臣
云
、
ナ
ミ
ハ
ヤ
ガ
テ
タ
ダ
ツ
ヾ
ケ
テ
タ
ヽ
ズ
。
シ
バ
シ

ハ
ザ
マ
ア
リ
ツ
ヽ
タ
ツ
ナ
リ
。
サ
レ
バ
シ
バ
〳
〵
ア
リ
ツ
ヽ
ト
イ
フ

コ
ヽ
ロ
ニ
テ
、
ナ
ミ
ト
オ
キ
テ
シ
バ
〳
〵
ト
ハ
イ
フ
ナ
リ
。
シ
バ
ラ

ク
ミ
マ
ホ
シ
キ
タ
マ
ツ
シ
マ
カ
ナ
ト
ヨ
メ
リ
。
コ
ノ
シ
バ
ラ
ク
ハ
時

ノ
ホ
ド
ニ
ア
ラ
ズ
、
ヒ
サ
シ
ク
ト
イ
フ
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
。
万
葉
云
、

ホ
ト
ヽ
ギ
ス
ト
バ
タ
ノ
ウ
ラ
ニ
シ
ク
ナ
ミ
ノ
シ
バ
〳
〵
キ
ミ
ヲ

ミ
ム
ヨ
シ
モ
ガ
ナ

是
モ
同
心
ナ
リ
。
新
撰
ニ
ハ
、
ヨ
セ
ク
ル
ナ
ミ
ノ
タ
チ
カ
へ
リ
ト

ア
リ
。

顕
昭
云
、
ワ
タ
ノ
ハ
ラ
ハ
海
底
ト
カ
キ
テ
ヨ
メ
リ
。
天
ヲ
バ
ア
マ

ノ
ハ
ラ
ト
ヨ
ミ
、
海
ヲ
バ
ワ
タ
ノ
ハ
ラ
ト
云
ナ
リ
。
シ
バ
〳
〵
ト
ハ

数
ト
イ
フ
文
字
ヲ
ヨ
ム
。
シ
ゲ
シ
ト
イ
フ
コ
ト
ナ
リ
。
サ
レ
バ
シ
ゲ

ク
ミ
ム
ト
イ
フ
ナ
リ
。
シ
バ
タ
ツ
ナ
ミ
ト
モ
ヨ
メ
リ
。
又
万
葉
歌

云
、タ

マ
ツ
シ
マ
ミ
レ
ド
モ
ア
カ
ズ
イ
カ
ニ
シ
テ
ツ
ヽ
ミ
モ
テ
ラ
ム
ミ

ヌ
ヒ
ト
ノ
タ
メ

カ
ヤ
ウ
ニ
ヨ
マ
ル
ヽ
ト
コ
ロ
ナ
レ
バ
、
衣
通
姫
モ
ア
ト
ヲ
タ
レ
タ
マ

ヘ
ル
ニ
コ
ソ
。

﹇
顕
注
﹈

和
田
原
よ
せ
く
る
浪
の
し
ば
〳
〵
も
み
ま
く
の
ほ
し
き
玉
つ

島
か
も

し
ば
〳
〵
も
み
ま
く
ほ
し
き
と
は
、
し
ば
〳
〵
と
は
万
葉
に
も

数
々
と
か
き
た
る
は
し
げ
く
と
云
事
也
。
し
ば
た
つ
浪
と
い
ふ
も
、

し
ば
な
く
と
云
も
、
し
げ
き
心
な
れ
ば
、
し
げ
く
み
ん
と
い
ふ
心

也
。
奥
義
万
葉
に
、
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郭
公
と
ば
た
の
浦
に
し
く
波
の
し
ば
〳
〵
君
を
み
ん
よ
し
も
が

な

し
く
浪
と
は
し
き
波
と
て
、
し
き
り
に
立
波
也
。
そ
れ
を
も
し
ば

〳
〵
と
よ
み
た
れ
ば
、
此
歌
も
同
事
也
。
又
万
葉
歌
に
、

玉
つ
島
み
れ
ど
も
あ
か
ず
い
か
に
し
て
つ
ゝ
み
も
て
こ
む
み
ぬ
人

の
為

か
や
う
に
み
あ
か
ず
し
て
、
つ
ゝ
み
も
た
ん
な
ど
も
よ
ま
る
ゝ
所
な

れ
ば
、
衣
通
姫
も
彼
島
に
跡
を
垂
て
、
玉
津
島
明
神
と
は
い
は
れ
給

へ
る
に
こ
そ
。

九
一
二
で
は
『
奥
義
抄
』
を
「
ナ
ミ
ハ
ヤ
ガ
テ
タ
ダ
ツ
ヾ
ケ
テ
タ
ヽ

ズ
。
シ
バ
シ
ハ
ザ
マ
ア
リ
ツ
ヽ
タ
ツ
ナ
リ
。
サ
レ
バ
シ
バ
〳
〵
ア
リ
ツ
ヽ

ト
イ
フ
コ
ヽ
ロ
ニ
テ
、
ナ
ミ
ト
オ
キ
テ
シ
バ
〳
〵
ト
ハ
イ
フ
ナ
リ
。」
と

引
用
し
「
し
ば
〳
〵＝

し
ば
ら
く
・
ひ
さ
し
く
」
説
を
紹
介
し
た
の
ち
、

「
シ
バ
〳
〵
ト
ハ
数
ト
イ
フ
文
字
ヲ
ヨ
ム
。
シ
ゲ
シ
ト
イ
フ
コ
ト
ナ
リ
。

サ
レ
バ
シ
ゲ
ク
ミ
ム
ト
イ
フ
ナ
リ
。
シ
バ
タ
ツ
ナ
ミ
ト
モ
ヨ
メ
リ
。」
と

自
説
「
し
ば
〳
〵＝

し
げ
く
」
説
を
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
顕
注
で
は

『
奥
義
抄
』
説
は
影
も
形
も
な
い
。

五

ま
と
め

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
基
本
方
針
に
反
し
て
『
奥
義
抄
』
に
注
釈
の
あ

る
歌
に
『
古
今
集
注
』
で
注
釈
を
つ
け
て
い
る
も
の
は
、

一
、
教
長
注
の
引
用
の
み
で
『
奥
義
抄
』
の
内
容
を
含
ま
な
い
も
の
。

二
、
教
長
注
を
批
判
す
る
目
的
で
『
奥
義
抄
』
を
引
用
し
て
い
る
も
の
。

三
、
教
長
注
と
『
奥
義
抄
』
の
内
容
が
異
な
る
の
で
併
記
し
た
も
の
。

四
、『
奥
義
抄
』
を
批
判
し
て
い
る
も
の
。

の
四
通
り
あ
る
。

一
の
場
合
は
、
教
長
注
へ
の
関
心
か
ら
、『
奥
義
抄
』
加
注
歌
は
除
く

と
い
う
基
本
方
針
が
ゆ
る
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
巻
十
七

以
降
の
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
場
合
『
奥
義
抄
』
の
注
釈
は

引
用
し
て
い
な
い
の
で
、
顕
昭
自
身
は
基
本
方
針
の
例
外
と
は
見
な
し
て

い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

二
・
三
の
場
合
も
教
長
注
が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
教
長
注
を
批
判
な
い

し
相
対
化
す
る
目
的
で
『
奥
義
抄
』
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
教
長
説
へ
の

対
抗
意
識
か
ら
、『
奥
義
抄
』
加
注
歌
は
除
く
と
い
う
方
針
を
踏
み
越
え

て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

四
の
場
合
、
一
〇
〇
八
・
九
四
七
で
は
教
長
注
へ
の
批
判
と
と
も
に

『
奥
義
抄
』
説
を
批
判
し
て
お
り
、
教
長
注
へ
の
批
判
を
考
察
し
続
け
た

結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
九
一
二
に
は
教
長
注
の
引
用
は
見
ら

れ
ず
、
は
じ
め
か
ら
『
奥
義
抄
』
説
批
判
を
意
図
し
て
い
た
よ
う
に
見
え

る
。『

古
今
集
注
』
の
時
点
で
は
、
教
長
注
へ
の
対
抗
意
識
が
前
面
に
出
て

い
る
の
で
、
顕
昭
自
身
が
ど
の
程
度
『
奥
義
抄
』
批
判
を
意
図
し
て
い
た

の
か
は
、
見
え
に
く
い
。
し
か
し
、
四
の
な
か
で
見
ら
れ
た
『
奥
義
抄
』

批
判
が
、『
古
今
集
注
』
の
み
な
ら
ず
、
引
き
続
き
顕
注
に
も
見
ら
れ
、

『
古
今
集
注
』
と
比
べ
て
顕
注
に
お
い
て
、
よ
り
明
確
に
『
奥
義
抄
』
説

批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
同
様
に
、
三
に
含
ま
れ
る
三
四
八
に
も
、

『
古
今
集
注
』
で
は
教
長
注
・『
奥
義
抄
』
と
自
説
が
併
記
さ
れ
て
い
る

だ
け
だ
が
、
顕
注
で
は
厳
し
い
『
奥
義
抄
』
説
批
判
が
見
ら
れ
る
こ
と
、

に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
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、
顕
注
に
見
ら
れ
る
『
奥
義
抄
』
批
判

初
め
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
顕
注
は
『
古
今
集
注
』
を
執
筆
時
に
は
意

識
的
に
除
い
た
『
奥
義
抄
』
加
注
歌
を
ほ
ぼ
全
て
含
み
、
中
に
は
『
奥
義

抄
』
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
て
い
る
例
も
多
数
見
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
、『
古
今
集
注
』
で
も
見
ら
れ
た
『
奥
義
抄
』
批
判
が
、
顕

注
で
は
更
に
増
え
て
い
る
。

六
四
九
で
は
ひ
と
通
り
『
奥
義
抄
』
説
を
引
用
し
、
万
葉
の
例
を
あ
げ

る
が
、「
今
案
」
以
下
で
、「
万
葉
に
網
引
と
云
歌
の
少
々
侍
ら
ん
か
ら

に
、
そ
れ
を
思
て
あ
ひ
き
と
も
い
は
じ
と
そ
へ
む
事
は
い
か
ゞ
と
き
こ

ゆ
。」
と
疑
問
を
述
べ
て
い
る
。

古
今
集
六
四
九

﹇
奥
義
抄
﹈

君
が
名
も
我
名
も
た
て
じ
な
に
は
な
る
み
つ
と
な
い
ひ
そ

あ
ひ
き
と
も
い
は
じ

難
波
に
み
つ
と
い
ふ
所
の
あ
る
あ
り
。
さ
れ
ば
み
つ
と
そ
へ
た

り
。
あ
ひ
き
と
は
網
引
と
云
也
。
万
葉
集
に
見
え
た
り
。
浦
に
よ
り

た
る
事
な
れ
ば
そ
へ
読
り
。

﹇
顕
注
﹈

君
が
名
も
我
名
も
た
て
じ
難
波
な
る
み
つ
と
も
い
ふ
な
あ
ひ

き
と
も
い
は
じ

み
つ
と
な
い
ひ
そ
と
い
ふ
は
、
な
に
は
に
み
つ
と
云
所
の
あ
れ

ば
、
な
に
は
な
る
み
つ
に
人
を
み
つ
と
そ
へ
た
り
。
あ
ひ
き
と
も
い

は
じ
と
は
、
あ
ま
の
あ
み
ひ
く
を
ば
あ
び
き
と
い
へ
ば
、
そ
の
詞
に

そ
へ
て
逢
き
と
も
い
は
じ
と
、
浦
に
よ
せ
て
そ
へ
た
る
に
や
。
万
葉

に

お
ほ
み
や
の
う
ち
ま
で
き
こ
ゆ
あ
び
き
す
る
あ
こ
と
ゝ
の
ふ

る
あ
ま
の
よ
び
ご
ゑ

今
案
に
、
難
波
な
る
み
つ
と
つ
ゞ
け
む
事
は
、
尤
可
然
。
万
葉
に

網
引
と
い
ふ
歌
の
少
々
侍
ら
む
か
ら
に
、
そ
れ
を
お
も
ひ
て
あ
ひ
き

と
も
い
は
じ
と
そ
へ
む
事
い
か
ゞ
と
き
こ
ゆ
。
み
つ
と
な
い
ひ
そ
あ

ひ
き
と
も
い
は
じ
と
は
、
た
ゞ
い
ひ
つ
ゞ
け
た
る
と
お
ぼ
え
侍
り
。

こ
れ
は
古
き
歌
の
や
う
を
よ
く
〳
〵
は
か
ら
ひ
て
申
也
。
な
に
は
の

み
つ
に
の
み
あ
び
き
を
せ
ば
こ
そ
さ
も
よ
み
侍
ら
め
。

一
〇
四
三
で
は
「
人
の
家
を
出
づ
る
時
お
の
づ
か
ら
わ
る
き
も
の
な
ど

あ
ひ
ぬ
れ
ば
、
く
す
し
き
人
は
い
み
て
か
へ
り
い
り
な
ど
す
れ
ば
、
い
づ

る
時
は
な
ひ
る
人
な
ど
の
あ
る
は
、
い
む
こ
と
に
て
は
べ
る
に
や
。
さ
て

と
ゞ
む
べ
き
か
た
も
な
き
に
は
な
ひ
る
人
の
あ
れ
か
し
、
と
ま
り
や
す
る

と
よ
め
る
こ
そ
。」
と
い
う
説
に
つ
い
て
『
奥
義
抄
』
で
は
「
げ
に
も
と

き
こ
え
ず
」
と
批
判
し
て
い
る
の
に
対
し
、
顕
注
で
は
そ
の
ま
ま
肯
定
し

て
い
る
。

古
今
集
一
〇
四
三

﹇
奥
義
抄
﹈

出
て
い
か
ん
人
を
と
ゞ
め
む
よ
し
な
き
に
と
な
り
の
方
に

は
な
も
ひ
ぬ
か
な

此
歌
い
か
に
よ
め
る
に
か
。
ゆ
ゑ
あ
る
べ
し
。
も
し
さ
せ
る
本
文

な
ど
に
あ
ら
ず
は
、
事
の
は
じ
め
物
の
さ
き
に
、
は
な
ひ
つ
れ
ば
あ

し
き
事
に
て
あ
る
に
や
。
物
を
い
ふ
に
あ
し
き
さ
ま
に
さ
し
い
ら
へ

す
る
は
、
は
な
ひ
る
や
う
に
物
い
ふ
な
ど
申
め
る
は
。
又
は
ら
へ
す

る
を
り
は
な
ひ
る
を
も
い
む
は
こ
の
心
な
り
。
人
の
家
を
出
る
時
お

の
づ
か
ら
わ
ろ
き
物
な
ど
あ
ひ
ぬ
れ
ば
、
く
す
し
き
人
は
い
み
て
帰

に
入
な
ど
す
れ
ば
、
い
づ
る
時
は
な
ひ
る
人
な
ど
の
あ
る
は
、
い
む

こ
と
に
て
侍
る
に
や
。
さ
て
と
ゞ
む
べ
き
か
た
も
な
き
に
は
な
ひ
る
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人
の
あ
れ
か
し
、
と
ま
り
や
す
る
と
よ
め
る
に
こ
そ
。
此
義
げ
に
も

と
も
お
も
ほ
え
ず

８
）

。

﹇
顕
注
﹈

い
で
ゝ
い
な
む
人
を
と
ゞ
め
む
よ
し
な
き
に
と
な
り
の
か
た

に
は
な
も
ひ
ぬ
哉

此
歌
の
心
は
、
こ
と
の
は
じ
め
、
物
の
さ
き
に
、
鼻
ひ
つ
れ
ば
あ

し
き
事
に
て
有
に
や
。
あ
る
ふ
み
に
、
人
の
な
に
ご
と
を
も
思
ひ
く

わ
だ
つ
る
に
、
は
な
を
ひ
つ
れ
ば
か
な
は
ず
と
云
り
。
又
年
の
始

に
、
は
な
ひ
て
千
万
歳
や
と
い
ふ
も
、
は
な
ひ
る
が
わ
ろ
き
事
に
て

あ
れ
ば
、
よ
き
さ
ま
に
ね
が
ひ
な
す
也
。
又
は
ら
へ
す
る
を
り
、
は

な
ひ
る
を
も
い
む
は
此
心
也
。
又
人
の
家
を
出
る
と
き
、
お
の
づ
か

ら
わ
ろ
き
物
な
ど
あ
ひ
ぬ
れ
ば
、
く
す
し
き
人
は
い
み
て
帰
入
な
ど

す
れ
ば
、
い
づ
る
時
は
な
ひ
る
人
な
ど
の
有
は
、
い
む
事
に
て
侍
に

や
。
と
ゞ
む
べ
き
か
た
も
な
き
に
、
隣
の
か
た
に
鼻
ひ
る
人
の
あ
れ

か
し
と
よ
め
る
と
い
は
れ
た
り
。
万
葉
に
、
は
な
ひ
て
ま
つ
人
き
た

る
と
み
ゆ
る
事
也
。
こ
れ
は
別
事
也
。（
二
首
引
用
省
略
）

、
顕
注
と
と
も
に
『
袖
中
抄
』
に
も
『
奥
義
抄
』

批
判
が
見
ら
れ
る
も
の

次
に
『
袖
中
抄
』
に
も
『
奥
義
抄
』
批
判
の
見
ら
れ
る
例
を
取
り
上
げ

る
。六

三
七
で
は
『
袖
中
抄
』
で
は
「
顕
昭
云
、
ほ
が
ら
〳
〵
と
は
、
ほ
が

ら
か
に
夜
の
明
け
ゆ
く
心
な
り
。
朗
と
い
ふ
文
字
を
書
く
な
り
。」
と
自

説
を
述
べ
た
後
、「
奥
義
抄
云
」
と
出
典
を
明
記
し
て
「
ほ
が
ら
〳
〵
と

は
、
万
葉
に
は
明
々
と
書
け
り
。
明
け
ゆ
く
心
な
り
。」
と
引
用
し
た
後
、

「
私
云
、
万
葉
に
明
々
と
書
き
て
、
ほ
が
ら
〳
〵
と
よ
め
る
事
な
し
。」

と
『
奥
義
抄
』
説
を
否
定
し
て
い
る
。
顕
注
で
は
『
袖
中
抄
』
と
同
じ
自

説
を
述
べ
た
後
、「
或
人
」
と
出
典
を
ぼ
か
し
て
い
る
が
、「
万
葉
に
、

明
々
と
書
て
ほ
が
ら
〳
〵
と
よ
み
た
る
と
あ
れ
ど
、
万
葉
に
此
言
み
え

ず
、」
と
『
袖
中
抄
』
同
様
に
『
奥
義
抄
』
説
を
否
定
し
て
い
る
。

古
今
集
六
三
七

﹇
奥
義
抄
﹈

し
の
ゝ
め
の
ほ
が
ら
〳
〵
と
明
ゆ
け
ば
お
の
が
き
ぬ
〳
〵

な
る
ぞ
わ
び
し
き

万
葉
集
に
は
明
々
と
か
け
り
。
明
行
心
也
。

﹇
袖
中
抄
﹈

し
の
ゝ
め
の
ほ
が
ら
〳
〵
と
あ
け
ゆ
け
ば
お
の
が
き
ぬ

〳
〵
な
る
ぞ
わ
び
し
き

顕
昭
云
、
ほ
が
ら
〳
〵
と
は
、
ほ
が
ら
か
に
夜
の
あ
け
ゆ
く
心
な

り
。
朗
と
云
文
字
を
か
く
な
り
。
奥
義
抄
に
云
、
ほ
が
ら
〳
〵
と

は
、
万
葉
に
は
明
々
と
か
け
り
。
あ
け
ゆ
く
心
な
り
。

私
云
、
万
葉
に
明
々
と
か
き
て
、
ほ
が
ら
〳
〵
と
よ
め
る
こ
と
な

し
。
如
何
。
俗
説
に
は
し
が
ら
ほ
が
ら
と
い
へ
り
。
其
も
証
本
共
に

さ
る
事
な
し
。
し
の
ゝ
め
と
は
暁
を
云
な
り
。
古
今
歌
、

な
つ
の
よ
の
ふ
す
か
と
す
れ
ば
ほ
と
ゝ
ぎ
す
な
く
ひ
と
こ
ゑ
に

あ
く
る
し
の
ゝ
め

万
葉
歌あ

さ
か
し
は
ぬ
る
や
か
は
べ
の
小
竹
之
眼
の
お
も
ひ
て
ぬ
れ
ば

ゆ
め
に
み
え
く
る

あ
き
が
し
は
ぬ
る
わ
か
は
べ
の
細
竹
目
人
も
あ
ひ
み
ず
つ
ま
な

き
か
ち
に

又
あ
か
つ
き
を
ば
、
い
な
の
め
と
も
い
へ
り
。
し
の
ゝ
め
と
同
事

な
り
。
い
と
し
と
同
ひ
ゞ
き
な
り
。
の
と
な
と
同
音
な
り
。
又
ぬ
る
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わ
は
さ
き
の
ぬ
る
や
と
同
詞
な
り
。
や
と
わ
と
同
音
な
り
。
万
葉

云
、

あ
ひ
み
ま
く
あ
き
た
ら
ず
と
も
稲
目
の
あ
け
ゆ
き
に
け
り
ふ
な

で
せ
む
い
も

此
歌
は
七
夕
の
歌
也
。

（『
袖
中
抄
』
第
十
五

ほ
が
ら
〳
〵

し
の
ゝ
め

い
な
の
め
）

﹇
顕
注
﹈

し
の
ゝ
め
の
ほ
が
ら
〳
〵
と
明
行
ば
お
の
が
衣
〳
〵
き
る
ぞ

か
な
し
きほ

が
ら
〳
〵
と
は
、
夜
の
明
行
心
也
。
ほ
が
ら
か
を
略
し
て
ほ
が

ら
と
は
い
ふ

。
或
人
、
万
葉
集
に
、
明
々
と
か
き
て
ほ
が
ら
〳
〵

と
よ
み
た
り
と
あ
れ
ど
、
万
葉
に
此
詞
見
え
ず
、
如
何
。
又
ふ
る
き

物
に
古
今
に
ほ
が
ら
の
詞
な
し
、
如
何
。
し
の
ゝ
め
と
は
夏
部
に
し

る
し
た
り
。

一
〇
九
四
で
は
自
説
「
め
ざ
し
と
は
め
の
わ
ら
は
べ
、
こ
わ
ら
は
べ
な

り
。」
を
述
べ
た
後
、『
奥
義
抄
』
が
指
摘
す
る
「
め
ざ
し
と
は
あ
ま
の
い

さ
り
す
と
て
物
と
り
い
る
ゝ
こ
也
。
竹
に
て
く
め
り
。」
と
い
う
物
は

「
め
ざ
し
」
で
は
な
く
「
く
ぐ
つ
」
で
あ
る
と
、
奥
義
抄
説
を
否
定
す

る
。
顕
注
の
記
述
は
『
袖
中
抄
』
よ
り
簡
潔
で
、
奥
義
抄
説
は
「
或
説
」

と
出
典
を
ぼ
か
し
て
「
め
ざ
し
と
は
、
あ
ま
の
あ
さ
り
す
と
て
、
物
と
り

い
る
ゝ
、
竹
に
て
く
め
る
ち
ひ
さ
き
籠
也
と
云
へ
り
。」
と
引
用
し
て
い

る
が
、「
事
の
ほ
か
に
相
違

」
と
否
定
し
、「
或
古
物
語
」
を
引
用
し

「
め
の
わ
ら
は
べ
の
義
に
か
な
へ
り
」
と
『
袖
中
抄
』
と
同
じ
結
論
を
出

し
て
い
る
。

古
今
集
一
〇
九
四

﹇
奥
義
抄
﹈

こ
ゆ
る
ぎ
の
磯
た
ち
な
ら
し
い
そ
な
つ
む
め
ざ
し
ぬ
ら
す

な
奥
に
を
れ
な
み

め
ざ
し
と
は
あ
ま
の
い
さ
り
す
と
て
物
と
り
い
る
ゝ
こ
な
り
。
竹

に
て
く
め
り
。
万
葉
に
は
こ
よ
ろ
ぎ
の
磯
と
よ
め
り
。
五
音
な
れ
ば

か
よ
へ
る
に
や
。

﹇
袖
中
抄
﹈

こ
よ
ろ
ぎ
の
い
そ
た
ち
な
ら
し
い
そ
な
つ
む
め
ざ
し
ぬ
ら

す
な
お
き
に
を
れ
な
み

顕
昭
云
、
め
ざ
し
と
は
め
の
わ
ら
は
べ
、
こ
わ
ら
は
べ
な
り
。
そ

れ
ら
が
い
そ
に
お
ひ
た
る
和
布
を
小
刀
に
て
き
り
て
と
り
あ
つ
む
る

な
り
。
伊
勢
国
の
住
人
の
志
摩
国
へ
ひ
さ
し
く
か
よ
ひ
侍
し
が
申

し
ゝ
か
ば
、
ひ
が
事
に
は
あ
ら
じ
と
ぞ
覚
侍
。

或
物
語
云
、
紀
伊
国
の
な
ぐ
さ
の
浜
に
か
ひ
ゝ
ろ
ふ
あ
ま
の
め
ざ

し
の
お
と
な
ゝ
り
せ
ば
、
此
歌
も
い
そ
な
つ
む
お
さ
な
き
も
の
と
心

え
ら
れ
た
り
。

教
長
卿
云
、
め
ざ
し
は
め
の
わ
ら
は
べ
な
り
。
い
そ
な
つ
む
め
の

わ
ら
は
べ
ぬ
ら
す
な
、
お
き
に
ゐ
た
れ
な
み
と
云
也
。
め
ざ
し
と
い

ふ
ゆ
ゑ
を
ば
釈
せ
ら
れ
ね
ど
、
人
を
い
ふ
と
は
べ
る
は
あ
た
れ
り
。

お
ほ
か
た
は
い
そ
な
つ
む
い
れ
も
の
を
ぬ
ら
す
な
と
い
ふ
べ
し
と
も

お
ぼ
え
ず
。

又
考
古
神
楽
、
朝
蔵
本
歌
云
、

あ
さ
く
ら
や
を
め
の
み
な
と
に
あ
び
き
せ
ば
た
ま
の
め
ざ
し
に

あ
び
き
あ
ひ
に
け
り

こ
れ
も
あ
ま
人
と
き
こ
え
た
り
。
た
ま
は
ほ
む
る
詞
也
。

奥
義
抄
云
、
め
ざ
し
と
は
あ
ま
の
い
さ
り
す
と
て
物
と
り
い
る
ゝ

籠
也
。
竹
に
て
く
め
り
。

或
人
云
、
件
物
い
る
ゝ
も
の
を
め
ざ
し
と
云
一
定
也
云
々
。

―28―



今
云
、
さ
や
う
の
い
れ
も
の
を
ば
、
万
葉
集
に
は
く
ゞ
つ
と
ぞ
よ

み
た
る
。

し
ほ
が
れ
の
み
つ
の
あ
ま
人
久
具
都
も
て
た
ま
も
か
る
ら
む
い

ざ
ゆ
き
て
み
む

世
に
く
ゞ
つ
目
と
申
す
は
、
さ
や
う
の
籠
の
目
の
つ
ま
れ
た
る
を

云

。
和
語
抄
云
、
く
ゞ
つ
と
は
か
た
み
を
云
也
。
私
云
、
か
た
み
と
は

和
名
云
、
小
籠
也
。
如
此
両
説
慥
可
尋
。

但
人
と
い
ふ
証
は
お
ほ
か
り
。
私
云
、
く
ゞ
つ
と
は
小
籠
と
い
ふ

か
。
こ
と
く
と
は
同
音
也
。
さ
れ
ば
く
ゝ
は
こ
ゝ
な
り
。
つ
は
助
字

也
。

（『
袖
中
抄
』
第
二

い
そ
な
つ
む
め
ざ
し
）

﹇
顕
注
﹈

こ
よ
ろ
ぎ
の
磯
立
な
ら
し
い
そ
な
つ
む
め
ざ
し
ぬ
ら
す
な
お

き
に
を
れ
波

い
そ
な
つ
む
め
ざ
し
と
は
、
い
そ
な
は
み
る
め
、
な
の
り
そ
な
ど

い
ふ
海
藻
等
也
。
め
ざ
し
は
め
の
わ
ら
は
べ
也
。
か
た
な
も
ち
て
磯

の
め
を
さ
し
き
り
て
と
れ
ば
、
め
ざ
し
と
申
と
ぞ
よ
く
み
た
る
も
の

は
申
侍
し
。
か
く
い
そ
な
つ
む
め
の
わ
ら
は
べ
ぬ
ら
す
な
、
お
き
に

ゐ
た
れ
波
と
よ
め
る
也
。
そ
れ
を
波
に
よ
せ
て
浪
は
を
る
と
い
ふ
も

の
な
れ
ば
、
を
れ
と
人
に
そ
へ
た
り
。
浪
の
た
ち
や
む
を
ば
ゐ
る
と

云
心
也
。
磯
た
ち
な
ら
し
は
な
ら
ふ
心
也
。
な
れ
た
る
心
也
。
或
説

に
は
め
ざ
し
と
は
、
あ
ま
の
あ
さ
り
す
と
て
、
物
と
り
い
る
ゝ
、
竹

に
て
く
め
る
ち
ひ
さ
き
籠
也
と
い
へ
り
。
事
の
ほ
か
に
相
違

。

古
物
語
に
、

紀
の
国
の
な
ぐ
さ
の
浜
に
貝
ひ
ろ
ふ
あ
ま
の
め
ざ
し
の
お
と
な

か
り
せ
ば

と
侍
れ
ば
、
め
の
わ
ら
は
べ
の
義
に
か
な
へ
り
。
こ
よ
ろ
ぎ
の
い
そ

と
は
、
こ
ゆ
る
ぎ
の
磯
と
も
か
け
り
。
五
音
か
よ
へ
り
。
さ
が
み
の

国
に
あ
れ
ば
、
さ
が
み
の
歌
に
い
れ
た
り
。

六
五
二
「
紫
の
ね
ず
り
の
衣
」
の
場
合
、『
袖
中
抄
』
で
は
『
奥
義
抄
』

に
あ
る
「
寝
摺
り
」「
根
摺
り
」
両
義
を
他
の
歌
学
書
の
引
用
と
と
も
に

取
り
上
げ
、
そ
の
後
、
後
拾
遺
集
の
例
を
引
用
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
の

義
を
是
と
す
る
か
断
言
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
顕
注
で
は
「
今

案
に
、
此
義
の
心
に
て
は
、
紫
の
寝
摺
と
い
は
む
事
い
か
ゞ
。
後
の
義
は

い
は
れ
て
侍
り
。」
と
後
の
義
、
す
な
わ
ち
「
紫
の
根
に
て
す
れ
る
衣
を

い
ふ
也
。」
と
決
着
を
つ
け
て
い
る
。

古
今
集
六
五
二

﹇
奥
義
抄
﹈

恋
し
く
ば
し
た
に
を
思
へ
紫
の
ね
ず
り
の
衣
色
に
出
な
ゆ

め

是
は
あ
る
物
に
は
、
昔
む
ら
さ
き
の
き
ぬ
を
し
た
に
き
て
人
と
ね

た
り
け
れ
ば
、
あ
せ
に
か
へ
り
て
す
り
し
た
る
様
に
、
身
に
も
つ

き
、
人
の
衣
に
も
う
つ
り
た
り
し
よ
り
、
紫
の
ね
ず
り
の
衣
と
は
い

ふ
な
り
と
ぞ
侍
る
。
又
た
ゞ
紫
の
根
に
て
す
れ
る
衣
と
読
る
に
や
。

色
こ
き
物
な
れ
ば
色
に
出
と
は
よ
む
に
や
と
も
見
ゆ
。

﹇
袖
中
抄
﹈

こ
ひ
し
く
は
し
た
に
や
お
も
へ
む
ら
さ
き
の
ね
ず
り
の
こ

ろ
も
い
ろ
に
い
づ
な
ゆ
め

顕
昭
云
、
む
ら
さ
き
の
ね
ず
り
の
衣
と
は
、
ふ
る
き
物
に
い
へ
る

は
、
昔
む
ら
さ
き
の
衣
を
き
て
人
と
ね
た
り
け
る
に
、
あ
せ
に
い
ろ

の
か
へ
り
て
き
ぬ
に
う
つ
り
た
り
け
る
が
、
す
り
ぎ
ぬ
に
ゝ
た
り
け

る
に
よ
り
、
人
に
あ
ふ
こ
と
を
ば
、
む
ら
さ
き
の
ね
ず
り
の
衣
い
ろ

に
い
づ
と
い
ふ
べ
け
れ
ば
、
此
歌
も
た
ゞ
、
し
た
に
お
も
へ
、
う
は
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ぎ
に
し
て
人
に
な
み
せ
そ
と
は
よ
め
る
な
り
と
い
へ
り
。

ね
ず
り
の
こ
ろ
も
と
は
、
紫
の
根
の
い
ろ
の
よ
け
れ
ば
、
根
を
も

ち
ゐ
る
物
な
れ
ば
、
根
に
て
す
る
と
云
也
。
柿
の
根
ず
り
な
む
ど

云
、
同
事
也
。
と
こ
ろ
〳
〵
う
つ
り
た
る
が
、
む
ら
さ
き
の
ね
ず
り

の
衣
の
や
う
に
ゝ
た
る
な
り
。

童
蒙
抄
云
、
ね
ず
り
の
衣
と
は
、
ね
た
る
に
う
つ
り
た
れ
ば
、
寝

摺
衣
と
云

と
い
ふ
義
あ
り
。
ま
た
根
ず
り
と
も
い
へ
り
。

奥
義
抄
に
も
此
両
義
あ
り
。

綺
語
抄
云
、
む
ら
さ
き
は
あ
せ
な
ど
に
い
ろ
か
へ
る
べ
き
も
の
に

あ
ら
ず
、
い
か
ゞ
と
き
こ
ゆ
。

私
云
、
く
れ
な
ゐ
、
む
ら
さ
き
と
も
に
い
ろ
か
へ
り
て
物
に
う
つ

る
物
な
り
。
さ
た
に
を
よ
ば
す
。
又
案
云
、
此
物
語
の
義
に
あ
ら
ず

と
も
、
こ
ひ
を
し
の
ぶ
べ
き
よ
し
に
て
、
い
ろ
に
い
づ
な
と
は
云

也
。
そ
の
い
ろ
を
い
は
む
た
め
に
、
む
ら
さ
き
の
ね
ず
り
の
衣
と
は

云
な
り
。
此
義
あ
し
か
ら
ず
。
但
後
拾
遺
云
、
小
式
部
内
侍
の
許
に

二
条
前
太
政
大
臣
は
じ
め
て
ま
か
り
ぬ
と
き
ゝ
て
、
堀
川
右
大
臣

ひ
と
し
ら
で
ね
た
さ
も
ね
た
し
む
ら
さ
き
の
ね
ず
り
の
衣
う
は

ぎ
に
を
せ
む返

和
泉
式
部

ぬ
れ
ぎ
ぬ
と
ひ
と
に
は
い
は
む
ゝ
ら
さ
き
の
ね
ず
り
の
衣
う
は

ぎ
な
り
と
も

今
付
此
歌
案
に
、
た
と
へ
ば
本
歌
は
古
今
の
ね
ず
り
の
衣
い
ろ
に

い
づ
な
と
い
ふ
事
を
お
も
ひ
て
、
う
は
ぎ
に
せ
む
と
い
ふ
は
い
ろ
に

い
で
な
む
と
よ
ま
れ
た
る
に
て
も
、
た
ゞ
こ
ひ
す
と
い
ふ
こ
と
許
を

い
ろ
に
い
で
ゝ
は
よ
し
な
し
。
此
物
語
の
や
う
に
、
ね
ず
り
の
衣
を

う
は
ぎ
に
し
た
ら
ば
、
あ
ひ
に
け
り
と
み
え
む
こ
と
こ
そ
大
切
な

れ
。
又
返
に
も
、
う
は
ぎ
に
し
た
り
と
も
、
ぬ
れ
ぎ
ぬ
と
い
は
む
と

よ
め
る
も
、
あ
せ
に
き
ぬ
の
か
へ
り
て
あ
や
し
か
る
べ
け
れ
ば
こ

そ
、
ぬ
れ
ぎ
ぬ
と
あ
ら
が
は
む
も
め
で
た
け
れ
。
た
ゞ
い
ろ
に
い
で

む
許
を
う
は
ぎ
と
い
は
ゞ
ぬ
れ
ぎ
ぬ
と
か
え
し
て
も
か
な
は
ず
や
。

事
の
を
こ
り
は
慥
な
る
証
な
け
れ
ど
、
和
歌
の
こ
と
ゞ
も
は
み
な
か

う
の
み
は
べ
る
な
り
。
然
者
堀
川
右
府
も
泉
李
部
も
皆
き
ゝ
つ
た
へ

給
へ
る
こ
と
な
れ
ば
あ
だ
な
る
べ
か
ら
ず
。

（『
袖
中
抄
』
第
十
八

紫
の
ね
ず
り
の
衣
）

﹇
顕
注
﹈

恋
し
く
ば
し
た
に
や
思
へ
紫
の
ね
ず
り
の
衣
色
に
い
づ
な
ゆ

め

む
ら
さ
き
の
ね
ず
り
の
衣
と
は
、
紫
の
根
に
て
す
れ
る
衣
を
い
ふ

也
。
色
に
い
づ
な
と
い
は
ん
と
て
、
む
ら
さ
き
の
衣
に
と
り
よ
れ
る

也
。
万
葉
歌
に
、

つ
く
ま
の
に
お
ふ
る
む
ら
さ
き
き
ぬ
そ
め
ば
い
ま
だ
き
ず
し
て

色
に
出
に
け
り

此
歌
の
こ
ゝ
ろ
な
る
べ
し
。

紅
に
衣
は
そ
め
て
き
ほ
し
き
を
匂
ひ
や
出
む
人
の
し
る
べ
く

是
は
紅
の
き
ぬ
に
て
色
に
出
ん
事
を
つ
ゝ
み
た
り
。
又
後
拾
遺
歌

に
、

人
し
れ
ず
ね
た
さ
も
ね
た
し
む
ら
さ
き
の
根
ず
り
の
衣
う
は
ぎ

に
を
せ
む

和
泉
式
部
返
し
、

ぬ
れ
衣
と
人
に
は
い
は
む
紫
の
ね
ず
り
の
衣
う
は
ぎ
な
り
と
も

奥
義
抄
云
、
昔
紫
の
衣
を
下
に
き
て
人
と
ね
た
り
け
れ
ば
、
あ
せ

―30―



に
か
へ
り
て
す
り
し
た
る
や
う
に
身
に
も
つ
き
、
人
の
き
ぬ
に
も
う

つ
り
た
り
し
よ
り
、
紫
の
ね
ず
り
の
衣
と
は
云
也
と
云
々
。
又
只
む

ら
さ
き
の
根
に
て
す
れ
る
衣
と
も
よ
め
る
に
や
。
色
こ
き
物
な
れ

ば
、
色
に
い
づ
と
は
よ
む
に
や
と
も
み
ゆ
。
今
案
に
、
此
義
の
心
に

て
は
、
紫
の
寝
摺
と
い
は
む
事
い
か
ゞ
。
後
の
義
は
い
は
れ
て
侍

り
。
堀
河
殿
の
う
は
ぎ
に
せ
ん
と
詠
給
、
式
部
ぬ
れ
衣
と
い
は
む
な

ど
よ
め
る
事
は
、
古
今
の
歌
に
し
た
に
を
思
へ
色
に
い
づ
な
と
、
本

歌
に
あ
れ
ば
、
そ
の
心
を
と
り
て
、
う
は
ぎ
に
し
て
人
に
し
ら
れ
ん

と
も
よ
み
給
へ
る
、
無
相
違
。
そ
れ
を
返
し
に
は
、
あ
せ
に
ぬ
れ
ず

と
も
、
な
き
事
な
れ
ば
ぬ
れ
衣
と
人
に
い
は
む
と
よ
ま
む
事
、
又
た

く
み
な
る

。

以
上
の
よ
う
に
『
古
今
集
注
』
で
は
三
例
見
ら
れ
た
『
奥
義
抄
』
説
批

判
が
、
顕
注
で
は
九
例
に
増
加
し
て
い
る
。

、
ま
と
め

冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
顕
昭
が
生
涯
の
な
か
で
い
く
つ
古
今
集
の

注
釈
を
執
筆
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
こ
う
し
て
『
古
今
集

注
』『
袖
中
抄
』、
そ
し
て
顕
注
と
、
三
つ
の
著
作
の
記
述
を
並
べ
て
み
る

と
、
一
つ
一
つ
の
問
題
に
つ
い
て
長
年
に
わ
た
っ
て
考
察
し
続
け
た
顕
昭

の
姿
勢
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

Ⅱ
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
古
今
集
注
』
に
見
ら
れ
た
三
例
は
、
い
ず

れ
も
『
古
今
集
注
』
よ
り
も
顕
注
に
お
い
て
『
奥
義
抄
』
説
を
明
確
に
批

判
し
て
い
る
。
ま
た
三
四
八
で
は
、『
古
今
集
注
』
で
は
『
奥
義
抄
』
説

は
教
長
説
・
自
説
と
と
も
に
引
用
し
て
い
る
が
、
顕
注
で
は
明
確
に
『
奥

義
抄
』
説
を
批
判
し
て
い
る
。

Ⅳ
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
袖
中
抄
』
に
『
奥
義
抄
』
説
批
判
が
見
ら

れ
た
六
三
七
・
一
〇
九
四
で
も
、
同
様
に
顕
注
で
明
確
な
『
奥
義
抄
』
批

判
が
見
ら
れ
る
。
六
五
二
は
『
袖
中
抄
』
で
は
両
論
併
記
す
る
な
か
に

『
奥
義
抄
』
を
引
用
す
る
に
と
ど
ま
る
が
、
顕
注
で
は
明
確
に
決
着
を
つ

け
て
い
る
。

お
そ
ら
く
顕
昭
は
『
古
今
集
注
』
や
『
袖
中
抄
』
と
い
っ
た
著
作
を
執

筆
し
た
後
も
考
察
を
続
け
て
い
て
、『
古
今
集
注
』
の
時
点
と
は
、
顕
昭

自
身
の
考
え
方
が
変
化
し
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
書
き
改
め
る
必
要
を
感

じ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
考
察
の
積
み
重
ね
の
な
か
で
、『
古
今
集
注
』
な

ど
で
は
意
識
的
に
除
い
て
き
た
『
奥
義
抄
』
説
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
う

必
要
を
感
じ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
Ⅲ
章
で
述
べ
た
六
四
九
は
他

の
顕
昭
の
著
作
で
は
特
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
顕
注
で
は
『
奥

義
抄
』
説
を
引
用
し
た
後
、
自
身
の
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
な

ど
に
、
そ
う
し
た
顕
昭
の
姿
勢
が
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

で
は
、
顕
注
と
は
、『
奥
義
抄
』
批
判
を
意
図
し
た
著
作
な
の
か
、
と

い
え
ば
、
そ
の
答
え
は
否
で
あ
ろ
う
。
最
初
に
確
認
し
た
と
お
り
、
顕
注

で
は
『
奥
義
抄
』
に
対
し
て
、
注
釈
の
あ
る
和
歌
に
は
基
本
的
に
注
を
つ

け
る
と
い
う
『
古
今
集
注
』
と
正
反
対
の
方
針
を
貫
い
て
い
て
、
後
に
定

家
が
奥
書
に
「
奥
義
集
を
う
つ
し
な
が
ら
」
と
書
く
よ
う
に
『
奥
義
抄
』

を
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
て
い
る
例
も
多
数
見
ら
れ
る
。

顕
昭
は
、
顕
注
で
は
『
奥
義
抄
』
説
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
は
、
ま
ず

第
一
に
『
奥
義
抄
』
説
を
す
べ
て
含
む
こ
と
を
意
図
し
、
そ
の
う
え
で

『
奥
義
抄
』
説
に
対
す
る
顕
昭
自
身
の
説
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
顕
注
と
は
、
か
つ
て
『
古
今
集
注
』
を
著
し
た

―31―



と
き
に
は
意
識
的
に
除
い
た
『
奥
義
抄
』
の
古
今
集
歌
の
注
釈
と
向
き
合

い
、
清
輔
説
に
つ
い
て
継
承
す
べ
き
も
の
は
そ
の
ま
ま
継
承
し
、『
袖
中

抄
』
な
ど
自
身
の
考
察
の
結
果
批
判
す
べ
き
も
の
は
批
判
し
、
顕
昭
自
身

が
考
え
る
古
今
集
注
釈
の
集
大
成
を
目
指
し
た
著
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

、
残
さ
れ
た
課
題
と
見
通
し

し
か
し
、
そ
れ
な
ら
な
ぜ
『
奥
義
抄
』
説
に
対
し
て
は
っ
き
り
「
奥
義

抄
云
」
と
書
か
な
い
の
か
。
一
〇
〇
八
で
は
「
清
輔
朝
臣
奥
義
に
、
常
の

本
に
付
て
ま
ひ
さ
し
と
書
て
、
ま
こ
と
に
ひ
さ
し
と
釋
し
た
り
。
其
又
両

証
本
に
た
が
へ
り
。」
と
出
典
を
明
記
し
て
い
る
も
の
の
、
九
四
七
は

『
古
今
集
注
』
で
は
「
清
輔
云
」
と
誰
の
説
か
明
記
し
て
い
る
の
に
対
し

顕
注
で
は
「
或
は
」
と
ぼ
か
し
て
い
る
。
六
三
七
・
一
〇
九
四
は
『
袖
中

抄
』
で
は
「
奥
義
抄
云
」
と
出
典
を
明
記
し
て
い
る
の
に
、
顕
注
で
は

「
或
人
」「
或
説
」
と
ぼ
か
し
て
い
る
。

顕
昭
の
他
の
注
釈
で
は
、『
袖
中
抄
』
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、

教
長
注
へ
の
対
抗
意
識
が
見
ら
れ
る
『
古
今
集
注
』
だ
け
で
な
く
『
拾
遺

抄
注
』『
後
拾
遺
抄
注
』
な
ど
の
諸
注
で
も
、
書
物
の
引
用
す
る
と
き
は

出
典
を
、
他
者
の
説
に
言
及
す
る
と
き
は
誰
の
説
か
を
明
確
に
し
て
い

る
。
そ
れ
は
『
千
五
百
番
歌
合
』
な
ど
の
歌
合
の
判
詞
で
も
共
通
す
る
姿

勢
で
あ
る
。
そ
こ
で
根
拠
を
明
確
し
て
考
察
を
す
す
め
る
こ
と
が
顕
昭
に

と
っ
て
手
慣
れ
た
様
式
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

９
）

顕
注
で
は

出
典
を
明
記
せ
ず
、
顕
昭
自
身
の
説
か
ど
う
か
も
は
っ
き
り
さ
せ
ず
、
自

他
の
区
別
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
、
和
歌
の
説
明
と
し
て
要
領
よ
く
ま
と
め

て
い
る
も
の
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
の
顕
昭
の
著
作
と
は
異
な
る
方
針
の
も

と
で
執
筆
さ
れ
て
い
る
。「
或
人
」「
或
説
」
な
ど
ぼ
か
し
た
書
き
方
に
な

っ
た
の
は
、
そ
う
し
た
方
針
の
違
い
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
以
降
、
お
そ
ら
く
は
建
仁
三
年
（
一
二
〇

三
）
の
千
五
百
番
歌
合
以
降
、
と
い
う
こ
の
時
期
に
、
顕
昭
は
、
な
ぜ

『
奥
義
抄
』
加
注
歌
を
ほ
ぼ
す
べ
て
含
む
古
今
集
の
注
釈
書
｜
顕
注
を
執

筆
し
た
の
か
。
し
か
も
、
説
の
根
拠
を
明
記
す
る
と
い
う
今
ま
で
の
注
釈

書
の
様
式
と
は
、
明
ら
か
に
異
な
る
方
針
で
。

稿
者
は

10
）

か
つ
て
『
奥
義
抄
』
や
『
古
今
集
注
』
に
は
加
注
さ
れ
て
い
な

い
顕
注
独
自
の
四
十
首
に
は
、
建
久
か
ら
建
仁
頃
（
一
一
九
〇
〜
一
二
〇

三
）
に
同
時
代
の
歌
人
た
ち
の
間
で
注
目
さ
れ
て
い
た
歌
語
が
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
顕
注
の
執
筆
動
機
に
つ
い
て
、
後
鳥

羽
院
歌
壇
の
中
で
歌
合
の
判
を
す
る
際
な
ど
に
備
え
、
同
時
代
の
歌
人
た

ち
の
関
心
を
ふ
ま
え
た
、
新
し
い
古
今
集
注
釈
が
必
要
に
な
っ
た
か
ら
だ

と
考
え
た
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
『
袖
中
抄
』
の
よ
う
に
典
拠
を
明
記
し

た
も
の
の
ほ
う
が
、
歌
合
で
判
を
す
る
際
や
年
若
い
歌
人
た
ち
に
指
導
す

る
際
に
は
便
利
で
あ
ろ
う
。
顕
注
が
、
こ
の
時
期
に
、
い
つ
も
の
顕
昭
の

様
式
と
は
異
な
る
方
針
で
書
か
れ
た
の
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
ぜ
、
顕
昭
は
、
こ
の
時
期
に
、『
奥
義
抄
』
説
す
べ
て
を
含
む
、
自

他
の
説
の
区
別
を
あ
い
ま
い
に
し
た
古
今
集
注
釈
を
執
筆
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
よ
う
に
顕
注
の
特
徴
を
ま
と
め
た
と
き
、
古
今
集
注
釈
の
と
こ

ろ
だ
け
比
べ
る
と
非
常
に
よ
く
似
た
特
徴
を
持
つ
歌
学
書
が
、
建
久
年
間

に
執
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
上
覚
の
『
和
歌
色
葉
』
で
あ

る
。『
和
歌
色
葉
』
の
奥
書
に
あ
る
通
り
、
顕
昭
は
『
和
歌
色
葉
』
を
閲

覧
し
て
い
る
。
は
た
し
て
『
和
歌
色
葉
』
と
顕
注
は
、
ど
の
よ
う
な
関
わ
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り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。『
和
歌
色
葉
』
と
の
関
係
を
検
討
し
た
う
え
で
、

改
め
て
、
な
ぜ
、
顕
昭
が
、
こ
の
時
期
に
、
こ
の
よ
う
な
古
今
集
注
釈
を

執
筆
し
た
の
か
、
引
き
続
き
、
考
え
て
い
き
た
い
。

｜
了
｜

注１
）

久
曾
神
昇
「
解
題
五
、
古
今
集
注
」（『
日
本
歌
学
大
系

別
巻
四
』
風
間
書

房

一
九
八
〇
年
）

２
）

久
曾
神
昇
「
解
題
三
、
顕
注
密
勘
抄
」（『
日
本
歌
学
大
系

別
巻
五
』
風
間

書
房

一
九
八
一
年
）

３
）

奥
義
抄
五
十
「
お
ち
た
ぎ
つ
河
瀬
に
な
び
く
う
た
か
た
も
思
は
ざ
ら
め
や
恋

し
き
も
の
を
」
の
古
今
集
諸
本
の
本
文
状
況
は
以
下
の
通
り

・
元
永
本
・
関
戸
本
・
六
条
家
本：
古
今
集
五
三
二
の
次
に
あ
り
。・
寛
親

本
・
永
治
本：

有
他
本

無
御
本
」
の
朱
の
書
入
あ
り
。・
前
田
本：

片
仮
名

の
本
文
に
「
有
他
本

無
御
本
」
の
朱
の
書
入
あ
り

・
天
理
本：

本
文
・
書
入
と
も
、
頭
注
朱
書
。・
寂
恵
本：

片
仮
名
の
本
文
に
「
清

在
他
本
無
御
本
」

４
）

拙
稿
『
顕
注
密
勘
』
の
顕
昭
注
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
」（『
中
世
文
学
』
第

五
五
号

二
〇
一
〇
年
）

５
）
『
袖
中
抄
』
に
お
け
る
『
奥
義
抄
』
に
つ
い
て
は
、
西
村
加
代
子
「
顕
昭
と

清
輔
｜
学
説
の
継
承
と
対
立
を
め
ぐ
っ
て
｜
」（『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
七
七

年
七
月
号

『
平
安
後
期
歌
学
の
研
究
』
一
九
九
七
年
所
収
）
に
詳
し
い
検
討

と
考
察
が
あ
る
。

６
）

前
掲

１
）に
よ
る
。

７
）

九
四
六
で
は
「
風
ぞ
し
く
め
る
」
に
つ
い
て
教
長
説
を
引
用
し
た
後
、
教
長

の
「
し
き
り
に
」
に
対
し
て
「
万
葉
ニ
、
ハ
ル
サ
メ
ノ
シ
キ
〳
〵
フ
ル
ニ
ト
ア

ル
ハ
、
シ
キ
リ
ニ
ト
云
心
也
。
風
ノ
シ
ク
メ
ル
、
同
心

。」
と
自
説
を
の
べ
、

そ
の
後
『
奥
義
抄
』
を
引
用
し
て
か
ら
『
奥
義
抄
』
説
に
つ
い
て
「
風
ゾ
シ
ク

メ
ル
ノ
コ
ト
ハ
、
タ
シ
カ
ニ
モ
イ
ヒ
ト
カ
ザ
ル

」
と
述
べ
て
い
る
。
顕
注
で

は
、
典
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
清
輔
説
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぎ
、『
古

今
集
注
』
で
は
「
タ
シ
カ
ニ
モ
イ
ヒ
ト
カ
ザ
ル

。」
と
述
べ
た
「
風
ぞ
し
く

め
る
」
に
つ
い
て
、
教
長
説
を
引
き
継
い
だ
の
ち
、『
奥
義
抄
』
の
大
意
で
ま

と
め
て
い
る
。

﹇
古
今
集
注
﹈
シ
リ
ニ
ケ
ム
キ
ヽ
テ
モ
イ
ト
へ
ヨ
ノ
ナ
カ
ハ
ナ
ミ
ノ
サ
ワ
ギ

ニ
風
ゾ
シ
ク
メ
ル

教
長
卿
云
、
風
ゾ
シ
ク
メ
ル
ト
ヨ
メ
ル
ハ
、
シ
キ
ナ
ミ
ナ
ド
イ
フ
コ
ト
ナ

リ
。
サ
ラ
ヌ
ダ
ニ
ナ
ミ
ハ
タ
カ
ク
サ
ワ
グ
ニ
、
イ
ト
ヾ
風
ノ
シ
キ
リ
ニ
フ
ク

ト
、
ヨ
ノ
ナ
カ
ノ
ア
リ
ニ
ク
キ
ニ
ヨ
セ
テ
ヨ
メ
ル
ナ
リ
。
私
云
、
万
葉
ニ
、

ハ
ル
サ
メ
ノ
シ
キ

フ
ル
ニ
ト
ア
ル
ハ
、
シ
キ
リ
ニ
ト
云
心
也
。
風
ノ
シ

ク
メ
ル
、
同
心

。
ツ
ネ
ノ
本
ニ
ハ
、
風
ノ
フ
ク
メ
ル
ト
ア
リ
。
清
輔
朝
臣

云
、
シ
リ
ニ
ケ
ム
ト
ハ
、
カ
ツ
ハ
シ
リ
テ
モ
ア
ラ
ム
ト
イ
フ
ナ
リ
。
ナ
ミ
ノ

タ
チ
サ
ワ
グ
ニ
ソ
ヒ
テ
、
カ
ゼ
フ
キ
ト
ヨ
ム
コ
ト
ナ
ム
ア
ル
ト
イ
ヘ
リ
。
私

云
、
風
ゾ
シ
ク
メ
ル
ノ
コ
ト
ハ
、
タ
シ
カ
ニ
モ
イ
ヒ
ト
カ
ザ
ル

。

﹇
顕
注
﹈

し
り
に
け
む
き
ゝ
て
も
い
と
へ
世
中
は
浪
の
さ
わ
ぎ
に
風
ぞ
し
く

め
る

し
り
に
け
む
き
ゝ
て
も
い
と
へ
と
は
、
か
つ
は
も
と
よ
り
知
て
も
有
け

む
、
さ
ら
ず
ば
又
き
ゝ
て
み
い
と
へ
と
云
詞
也
。
浪
の
さ
わ
ぎ
に
風
ぞ
し
く

め
る
と
は
、
な
み
の
さ
わ
ぐ
に
そ
ひ
て
風
さ
へ
ふ
き
と
よ
ま
む
事
な
ん
お
そ

ろ
し
き
と
よ
め
る
也
。
風
し
く
と
は
、
し
き
な
み
な
ど
云
は
、
し
き
り
な
る

也
。
さ
れ
ば
風
ぞ
し
き
り
な
る
と
云
也
。
世
中
の
昔
も
今
も
お
だ
ひ
か
な
ら

ぬ
事
を
よ
め
り
。

８
）

こ
れ
に
続
け
て
「
裏
書
返
勘
或
物
云
、
人
の
事
を
思
く
は
た
つ
る
に
は
な
ひ

れ
ば
、
不
叶
云
々
。
此
心
あ
ひ
か
な
ひ
た
る
哉
」
と
顕
注
と
同
じ
内
容
が
書
か

れ
て
い
る
。

９
）

注

７
）の
九
四
六
が
典
型
例
。

10
）

前
掲

４
）に
よ
る
。

○
『
顕
注
密
勘
』
は
内
閣
文
庫
本
（
２
０
０
｜
５
５
）
を
使
用
し
、
句
読
点
・
濁
点

を
付
し
、
和
歌
の
引
用
箇
所
は
二
字
下
げ
て
改
行
、
仮
名
遣
い
・
漢
字
な
ど
は
通

行
の
も
の
に
改
め
た
。

○
『
奥
義
抄
』
は
『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊
』
を
使
用
。

○
『
袖
中
抄
』
は
『
袖
中
抄
の
校
本
と
研
究
』
を
使
用
し
、
片
仮
名
を
平
仮
名
に
改
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め
た
。

○
古
今
集
諸
本
の
異
同
は
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』
に
よ
る
。

○
ほ
か
は
『
日
本
歌
学
大
系
』『
新
編
国
歌
大
観
』
を
使
用
。

○
本
文
中
の
傍
線
は
、
す
べ
て
稿
者
が
私
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
付
記
】

本
稿
は
平
成
二
十
一
年
和
歌
文
学
会
七
月
例
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
の

前
半
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
折
御
教
示
下
さ
っ
た
先
生
方
、
そ
こ
へ
至
る

ま
で
御
指
導
下
さ
っ
た
先
生
方
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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